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農業技術協力における人間関係

東京大学教授 中 根 千 枝

はじめに

• 

． 

私の専門としている社会人類学では，一つの社会には一定の構造があり，それに密接に結びつ

いた価値観があって，それらを比較研究することを目的としています。

文化の異る国の人々が接触した場合には，どのような現象が起きるか ，ということも重要な研

究テーマの一つです。

私は昨年 46年 II月から本年 1月まで東南アジアと，インドにいる日本人を中心として異る

文化に接触した時に起る現象について凋雀して来ましたので，今日は特にそれについてお話して

みたいと思います。

ーロに日本人といっても，仕事の種類によって接触の仕方も当然違ってきます。私の見たとこ

ろでは，現地人と一番接触しやすいのは技術の専門家です。近代的工場で使われる技術は，イン

タナンョナルで，その土地の文化が迩うからといって製品の組立が違うということはないはずで

す。

インドでも日本でも自勁車工場では同じ方法がとられています。したがってエンジニアリング

の場合は文化の違いからくる制約は大きくないので，接触がスムースにできるわけです。エンジ

ニアの仕事に対して，悶業となりますと，その国の社会概溝や価値践がひじょうに反映するばか

りでなく，土地・気候の違いなどが凋係してきます。 七地の制約を受ける仕事としては，開業が

一番大きいわけです。この外に接岐の面では事務系統の仕事があります。

事務所で接触する楊合には，日本人が経営権を握っているばあいと，土地の経営者に使用され

るばあいがあります。東南アジア諸国では日本人は圧倒的に使用する側に立ちます。なぜかとい

うと，こうした国々では経営者になるような人口が少ないからです。

質のよいインテリは政府の役人などになっているので，合弁企業などに中々優秀なインテリが

来てくれない。したがって日本人が上のポストにいて，現地人を使うという形になります。

これに対してインドは大学卒の人たちが多くて困っているほどで ，知識屈が厚く，経営者も多

く，合弁のインド人側にあるばあいが多いのです。したがって日本人のばあい ，コ ンサルタント

か，あるいは経営者のもとで技師として働いている場合が多いのです。
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労働管理の問題など大tむつかしく，日本人がしたとしても非常にむづかしい。こ うしたとこ

ろには，とくに文化の違いが強く出ます。

事務的な仕市のなかには，大使館をはじめ官庁関係，その関係団体でもあります。

現地人との接触が一番難しいのは屈業とか ，労働管理を担当することです。インドの特に人口

密度の高いケララと西ペンガル州では特に問題は深刻になります。昔から人口が多いということ

は豊かで文化が発達した地方です。現在では両州と も共産党の勢力が非常に強く ，こうした土地

にいる日本人も例外なく労働者にストライキされて困っていました。街では毎日J)よ うに一つや

二つのストに出会うし，ストライキは日常茶飯事となっているほどです。

数からいえば日本人の場合事務系統，次は技術屋で，農業担当の方は一番少いのです。農業の

ばあい，行く前に充分な調査研究が必要で，行ってからでは遅いわけです。自然条件をよ く研究

し，これに合う対策を持って行くことが大事です。農業労働人口のあり方も，その地方の文化に

関係します。

実際に農業指導をはじめるとなると，まづキャンプを設営し，その地方の役場等の地方役人や

仕事を手伝う村人と接触することになります。その上のレベルに県庁ならびに州役人がいるのが

普通です。

．
 農村の構成

日本とくらべて東南アジアでは，階層差が相当あります。中央の役人は，日本でいう公務員上

級 試験にパスした人で，トップ官僚であるわけです。そうした人たちは，相当ていど英国式の

ト V —ニングを受けている人たちです。 地方役人は小中学校の先生レベ ルの人たちです。 農民に

は小学校教育を受けた者と，ほとんど教育を受けてない人達がいます。

インドでは村人の中で，英語が充分話せる人などがおります。そうした人たちは大地主の層に ● 
よくみられます。また村人のなかには床屋だの，ッポ屋，装飾品作成を専門とするもの，大工，

左官などいろいろな戟業の人々がいます。最下層にはアソタ ッチャプルがいます。この人たちに

さわるとけがれるというわけです。もっと ひどいのは，アンアプローチャプルという人たちもい

ます。たとえば， 20 mまで離れた場合はよいが，それより近くよるとけがれるといって，もし

そんなことになれば急いで川へ飛込んでミソギをするなどという古い習慣もあります。

インド，東南アジア，ョーロッパの農業では，土地所有者と耕作者の昌に別れているのが普通

で，土地所有者と耕作者の層に別れて大農経営が伝統的です。これに対して，日本の大地主は自

分では耕作せず，小作に出し，自主的にやらせるというのが日本の特色です。
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外国では土地所有者が経営権をもち，仕事の計画を立てる，英国でも地主は馬に乗り耕作地を

監督して廻る，耕作者は経営者のいう通りに働く，こうした方法が典型的な農業でした。

インドもその例にもれず，現在でもこの二つの層に大きく別れています。最近では自作腹が少

しづつふえつヽあります。

地主は企業の経営の経営者のようなもので，よじめに計画をたて，その収支（こ責任をもち，一

方耕作者は，種子，肥料など，地主が計算し買任をもちますから，なんら他のことを考えず労働

提供だけをするわけです。

この層は工場労働者に似ています。耕作者の大部分はアンタッチャプルが圧倒的に多い。

● ィンド農村における指導のむづかしさ

． 

土地所有者はカーストにおける第一 ，第二の階層から出ています。したがって，日本人指導者

が田植などやっていると，これを見たインド人がアンタッチャプルが日本から来たのかと，思わ

れることがあります。

インドの上層は田の畦追に立っているばかりで，今までの慣習を破って田に入る人は，ほとん

どありません。

彼らはスキに触れてはいけないという考えをもっています。したがって，下層出身者でも教育

を受けると当然スキから離れていく。政府としては極力教育程度を高めるよう努めていますが，

これは耕作者人口を減らす結果になりかねないのです。スキにさわるのは教育を受けない最低の

ものが当るわけです。

トラクターになりますと違った反応になります。エンヂニャリングの仕事になりますから，工

ンヂニーヤは頭を使わねばならないということで，高級な仕事とされます。

たとえば飛行成のパイロットなどはよい階層から沢山出ています。インドのパイロットが質の

よい人が多いのはこのためで，先端をいく L ンヂニーヤはトップの階層から出ています。 トラク

ターを入れることは教育を受けた上図にアヒ° -Jレします。

農業労働者は ，チームワークを作って働いているわけです。チームワークは彼等の村の組織に

大いに関係しており日本の指導者が田植で真すぐ埴えるよういっても，なかなか実行はむつかし

い。それは直えた率によって貨金が支払われることと，欣を楽しみながら碩える慣行があるから

です。正条哺をするためには ，前もって準備がいるわけで，その準備の時間だけ稼げないという

わけです。

南インド地方の二つの村を比較したイギリス人の，社会人頃学者の研究によりますと ，灌膨打
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水の引かれた村はどんどん栄えるのに対して，水の来ない方の村は病弊して食えない。それで

近くの街へ出て労働者になる。面白いことには用水を利用して比業生産がどんどん上り，盟か

な因度になった村の方が，伝統がそのまま生きて行き，人間関係もほとんどかわらない。

ところが一方用水のない村は問かな村や街の方へ労働者として移動して行く人々が多く，上

から下まで極端な形で社会変化を来たし，従来のカーストはこわれないが．経済的には下屈の

中から経済力をもつものが生じたりして村全体が変化し，伝統的なことが行われなくなりまし

た。

工場労働者のばあい，新しいテクニックを学ぷため一生懸命（こなりますが，腹業のばあい簡

単にいかないということは，いろんなものとの関連が強く変革の難かしい条件が裏にあるわけ

です。

現地の人々との接触における問題点

日本の方がインドで仕事をするばあいに注意することは，県庁の恥員と接する時は上層の知

識涵が多いのですから，礼儀正しくしなければなりません。地方役且の中には非常に良い人と，

中には悪いのがいることはどこの国も同じであり，良い人にあたれば仕事はしやすいのです。

中には大学を出ても給料が安く，兵子だけでなく，従兄弟まで保っている苦しい生活者もいま

す。そのために別途収入を欲しがったりします。このような人を相手にするばあい骨が折れま

す。

日本人は兄弟が結婚してしまえば，非常事態が発生しないかぎり援助する必要はないのが普

通ですが，彼等のばあい仮りに兄が IO 0万の稼ぎがあるとすれば30万収入の弟に援助して

やるが普通で，より貧しい親類，絃者がいると養うことにな っているわけです。

村人との接触では相当考慮を要するものがあります。この中に入るには，コミュニケーツョ

ンが出来ないと大変です。

自然に接触するのはよいが，充分に言葉ができないばあいは，積極的に深入りすることは止

めた方がよいでしょう。とくに 2~ 3年で引揚げるという人はできるだけ深入りしないことで

す。せいぜい挨拶するぐらいか，お祭りの時に行くぐらいはよいとして，それ以上のことは慎

しんだ方が無難だと思います。

カーストの違いとか，その他複雑な相違がありますので，日本人の常識では考えられないこ

とが多いのです。

上からの権限が強い国では，相手方の上部の者によく連絡をとって，いざ何が事があるとき
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に備えておくのがよいと思います。

． 

．
 

東南アジアの農村

マvーツャなど東南アジアの人間がのんびりしているのは，食へなかった時代というものをも

っていないためだと思われます。

未開民族は奥地に住み，地味も肥えており，税金というものがなく，あまり労せずして食べた

い放題，お酒も飲み放頗で非常に豊かです。

東南ア ジアは各国とも税金はとられますが， 気候がよく， 家も堀立て小屋で蘭に含ふし，衣類

もあまり要らないので，同じ生産高であれば，日本とくらべられ非常に楽です。

熱帯は生産員が高いからおなじ労働を投下したばあいの，生産率は高いわけです。

東南アジアでは大地主所有制もありません。大地主がいるということは， 一方に貧乏人がいる

ということで，みんながのんびりして食っていける時は，土地を集めてどうしようという知恵も

起らないのです。

東南ア ジアの殷村には極端な階層差などなく ，村から出たり入ったり住居を移ることも簡単に

でき実にのんきです。

日本の村ではそうはいきません。 ＇，よそ者りとして嫌って入れてくれないわけです。

また出ることも容易ではありません。最近の過疎地帯でも，村を出ようと決心した人はいざ出

るという日まで，誰にも 言わないそうです。

日本では集団から出ることは，強い抵抗をもつわけです。それだけ集団規制が強いわけです。

東京のある郊外で引越しをしていた所，近くの小供たちが来て，「おばさんはここが嫌になった

の」と言っているのをききました。したが って村を移るなどということは，日本ではとても大変

なことでした。

インドではそれぞれのカーストによって，たとえば床屋は床屋同志で他村とも縁がつながって

おります。他へ引越し度いばあいは，同じ床屋のカ ーストの人々に連絡すれば世話してくれるし，

割合いに村をかわることは平気です。

イギリスでは，江戸時代に相当する l7世紀の頃から数ケ村を単位として，職業安定所ができ

ており，嬰業以外の仕事をしたいとか，ほかの村へ行きたいという人に便宜をはかっていました。

英国では l7~l 8世紀からかなり大きな嬰村人口の旅動がありました。

東南アジアのばあいはイソドの場合より，自由に村人とのつき合いもできます。しかし，日本

の方々は村人との接触はあまりしていません。村人もまた日本人はどうして自分達だけで淋しく
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しているのだろう，と言います。日本人だけ 5~6人集って雑誌を出し合っているという所もあ

ります。

もう少し現地の人と接することができたらと思います。 言葉が出来ないからということは，鶏

と卵の関係と同じ く，現地人に接しないから出来ない，という悪循因があるようです。

また，反対に村人との接触があまり密になってしまって，何となくデレッと全体がたるんだ感

じになってしまって，上層のインテリとつき合えなくなってしまう例もあります。

日本人だけ多勢ーカ所にいるような時には，日本の生活と同じく，ワインャツやネクタイも，

ちゃんとしているが， 2-3人ぐらいになると，この節度が急に崩れるばあいがあります。日本

人は大体一つの方法しか使わない人が多くて，背広など着なくてよい所でも着る人がいるかと思

えば，反対に，ダレて現地人と間違われるほどの人もいるのです。その国の一般大衆と共に，生

活したいという人と，東南アジアのやつらと軽蔑して，自分は高級な人間なんだと大きな顔をす

る，この二つの極端なタイプが多過ぎるし，どちらもよくないことです。やはり臨機応変に礼儀

正しく，ある一定の線を守ることが大事です。

． 

質 疑 応 答

（問） ジャワ島の農村状態は如何でしょうか。

（答） インドネンヤは文化的にも言語的にも大変複雑な構成をもっています。その上，華僑が

商業権を握っていたりします。ジャワ島はなかでも人口が多く生産商も高く，昔から文

化の中心をなしています。

農村は全体的に，日本などよりずっとゆるい組織をもっているようです。

（問） インドの人口構成上カーストのある民族はどうなっているか，少数民族か，また特殊な ・
民族集団なのですか。

（答） カースト制をもつのはいわゆるヒンドウ教徒で，インドの人口の大部分を占めています。

少数民族にはカースト制はありません。

（問） カーストの階級，生活の変化など，詳しくお話し願えませんか。

（答） 父母がどのカーストに属しているかで ，その人のカーストが決まります。村には 30余

の異るカーストがあるのが普通です。最高がプラーミンで僧侶，学者の階層です。プラ

ーミンにはコブクもおります。高いカーストの作った食事は食へるか，自分より低いカ

ーストの作ったものは ，食ぺないのがカース ト制の慣習です。
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そこで，都会にあるレストランはみな ，8r a mi n Rest our antと苔いてあります。

プラソミン必ずしも階“が上だから，金持で下だから貧乏ということはない。

昔から土地を所有する専問の哉業がいたわけで，この下が大工 ，左官 ，ッポ作り ，床

屋などです。床屋のばあい一年毎の梢算払いで，毎日村人の散髪をしてまわる。一廻り

する頃には前の人の頭髪ははえているというわけです。

異なる村に同じカーストの人がいるわけです。連絡はとてもいいのです。

カーストは内婚で，床屋は床屋同士で結婚せねばならない。これ以外の結婚はタプー

です。また床屋の長たらは葬式の粒き女であり，葬式には音頭をとって葬式唄を歌うの

です。アソタッチャプルは自分たちだけの寺を建てます。動物が死んだらそれを始末し

たり，村中の掃除を朝から晩までやっています。パスケット作りはアンタッチャプルの

仕事です。日本の海外肯年協力隊の人がインドヘパスケット作りの指母に行ったら，ァ

ンタッチャプルにされてとても困ったという話があります。

酒作りもアンタッチャプルで，お金もちであり，立派な家に住んでいます。

カーストは下でも金持ちの順ではトップにたっし ，プラーミンでも非常に丑乏なもの

もいます。全体的にみると ，プラソミンと次の土地所有の階陪から ，近代の知識層が出

ています。カ ーストの違いはBlIれて来ると ，顔かたち，行動や食べ方でもわかります。

カーストの違う人とは食事をしない掟があります。そのため食事の作法もカーストによ

ってずいぷん呉っています。

アンタッチャプ）レは肉を食べます。極端な貧乏人は火を使わない，火を使うとそれだ

け高くつく ，だから豚も食ぺないようなものを食べる。カーストによって味も食ぺ方も

違うのが特徴です。結婚も同じカースト内でするので大体顔も似てくる。このカースト

が全インドに固定したのが I2世紀頃と思われます。

今は民主化され ，奨学資金はアンタッチャプルに多く出しています。

ッポ作りが ，ア）レミニューム製品が出まわったことにより，ッポ作りを断念し，農耕

に従事するばあいがあります。

農村人口はいくらでも吸収できるから ，もとはッポ作りだったが ，今は農業というケ

ースが多く見られます。そういう意味ではカーストは変化しているといってよろしい。

（問） 結婚によってカーストが変ってきますか。

（答） カーストとは身分であり ，生まれた時からきまっており ，結婚はその間で行うのが全体

的な傾向です。
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（問） 使用人を使うばあいコックはコックのカースト ，スイーパーはスイーパーのカーストを

やとわなければならないのですか。

（答） なるぺく，その職業のカーストを使うのが良いのです。ス イーバ ーはアンタッチャプ）し

で，スイーパーから他の戟業に変ることは難しいのです。

アンタッチャプルは労働者としての質はよいのです。昔から貧しく，あまり親類を養

う習慣はないので，ポンベイの経営者はアソタッチャプルをすすんで雇っています。

池のカーストは親類との関係が強く，いろいろな理由で休む事が多いが，アンタッチ

ャプルはそうでなく，労働提供者としての性格を多分に持っているので適しているとい

うことです。

（問） アソタッチャプルの％はどのくらいですか。

（答） 地方によって違い，南インドは多く，北インドは少ないのです。

（問） ペジテリアンとカーストの関係はあるのですか。

（答） あります。ほとんどのプランミンはベジテリアンです。ペンガルのプランミンはガンジ

ス河のおいしい魚があり ，昔からプランミンでさえ，その味の誘惑には勝てなかったと

いわれ ，食ぺています。

しかし ，カーストが上になるほど一般に肉は食ぺなくなります。

自分が中間層で他の人に自分は上のカーストだとデモンストl/ートしたいばあいは，

肉魚を食ぺないようにします。上層階級になるほど肉，酒はタブーになります。

南の方が北インドより規則が厳しく，アンタッチャプルも多く，プランミンが通ると

9オープラソミン I と尊敬の言葉を言ったりしています。というのは，アーリヤ系は北

からインドに侵入したので，北インドに多いのです。アーリヤ系がインドに移住した時，

プランミン ，クンャトリヤ ，ウエインヤの 3つの階屈に別れていたということです。こ

れに対して，ンュードラは先住民族です。アーリアン系は東インド，南インドでは西北

インドよりずっと少く，プランミンはペンガルに最初 I2人きて，それが増えたと言わ

れています。南の方へは 7人しか来ていないと云われているのです。

とくにコラパー）ら辺の，プラーミンは稀少価値をもっています。

プランミンは長男しか正式の結婚ができず ，次三男は第 2カーストの．ナヤー）レの女た

ちと愛人胡係を持っているだけで ，次三男の子供はプランミンになれず，もともと少な

いうえに長男の子供しかプランミンになれないので稀少価値が高く大変尊敬されていま

す。彼らはナンプドリプラーミンとよばれています。

． 

．
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彼らのなかには，金持で大土地所有者が少くなく，また有名な学者もでています。マ

ドラスやベンガルにはもっとプラーミソが多く，残しいプラソミンも少くないのです。

（問） ベンガル人の習慣，気質などは如何でしようか。

（答） ペンガルは全インドの中で芸術や学問が盛んです。スポーツマンはほとんどいません．

全イソドで読まれている小説，学問，音楽はベンガルが多いのです。

カルカッタ大学はインドではベンガルの伝統をほこっており，今でも大学の教授はド

テーというインド式の白い衣をまとって，ズポン，背広はあまり若用しません。

英国植民地時代，一番強く独立運動をしたのが，ベンガル人です。店敬もされるがそ

のために反面，インドよりもペンガルを愛するというほどお国自慢で，そのために嫌わ

れるのもベンガル人です。

（問） インド人のターパンを巻いたのは階層と関係があるのですか。

（答） あれはンーク教徒で ，パンジャプ地域からでています。特別な神を信仰して髪を切るの

は罪であるという考えです。

（質） 南方にいた時に下層階級と接すると，馬鹿にされると言われたが，インドネツアのばあ

い村落の人々と接しないと仕事にならないが，その点どう思われますか。

（答） マレー半島およびインドネンアなら接した方が良いでしよう。上陪，下屈とも接する方

がよいでしょう。そのばあい言葉が通ずることが必要です。

（問） 日本人は大衆と接し親しまれるが，戦前オランダ人は上層階級だけに接していたようで

すが，その点どう思われますかっ

（答） それは人との接触のしかたで，ドイツ，オランダ，イギリスは上陪だけと接するスタイ

ルであり，ラテン系のフランス人，スペイン人，イタリ一人は上下とも接する傾向があ

ります。

ョーロッバ人でも地中海人種と北方人種では接触のしかたの違いがあります。

日本人はどちらかというと，イタリー，スペインに似ているのです。

日本人はどうしても下層と親しくなってしまい，イギリス人のように上層と親しくな

るというスマートさが欠けています。

以上
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イン ドにおける稲作の動向

前スラート地区楼業普及センター 森 田 潔

は じ め に

海外ニュース，,f[.32(昭和 47年 7月 20日発行）に，「インドの稲作動向」と題し記した

ので ，当センタ ーの背景 ，プロジェクト運営方針等については，これによって承知していただき

たい。

1 9 6 8年 7月より 3年 8ケ月間滞在して行った普及事業を，実用試験，技術訓練，技術普及

に分けてそれぞれ概要を記し，若干考察して，インドにおける稲作の勁向に言及したい。

I.実 用 試験

グジャラー ト州は ，旧ポンペイ州が l9 6 0年にグジャラー ト1t1とマハランュトラ州とに分

割されたものである。グジャラ ート州は元来，インド国内においても ，最も主要な棉作地帯で ，

棉の試験機関は， 70年来の歴史をもつ本場のほか，支場5'分場 10あり，充実している。

これに対して稲作は，きわめて少くなく棉作の怜程度。旧ポンベイ1t1時代 ，稲作に関する試

験機関のほとんどは，現在のマハランュトラ側にあり ，当1t1では最近 l0ケ年の研究歴しかな

い。も っとも当スラート管内は州の最南端部でマハランュトラ州に接しており ，降雨に恵まれ

州内随一の米作地帯となっている。その全作付面団に対する比率は，インド国全体の水稲面積

比率 25％とほぽ同様である。

さてグジャラート州は日本の 20県相当の面積があるが，西部と北部は，降雨置がきわめて

少くなく ，水稲は中部以南の 7県に栽培されている。この地域内に試験磯関は ，本湯のほか ，

1支場 ，3分場があるが ，上記棉作と比較して，著しく見劣りがする。

本場は首都アメダパッドの近くナワガムにある。水稲育種事業に重点をおき，病害虫部門と

土痕肥料部門とがあ り， 場員 45名位で ，日本の県の試験場よりはるかに小さい。しかも当セ

ンターとは 25 0キロも離れている。

支場は当センターに隣接し ，これまた育種部門が主体で ，雑種 4,5世代の系統育成 ，これ

が生産力検定試験 ，別に各地より集めた品種について品種比較試験を行っている。試検は中肥

1本の簡単なものであり ，肥料 3要素試験を行ったことがない。人員も I5名程度の小規模の

-1 1 -



ものである。分場は何れも技術員 1~2名に，作業手数名で，中肥程度の肥料による品種比較

試験と，原種栽培を行っている。

以上のごとくで ，米作地帯として ，インド国内でもおくれた地帯であると言って過言ではな

い。

前任者 (4名）が I9 6 3年から I9 6 7年まで滞在して，日本式稲作の模範演示と，これ

に平行して品種試験を重点に取りあげ，乾季作で延 3I品種，雨季作延42品種を供試して

Formosa-3 のごとき優良品種を選出された。 また乾季作を試作して水稲の乾季，雨季の二

季継続栽培を体系化したことについて，衷心敬意を表するものである。

かくて 19 6 8年赴任した我々（ 3人）に課せられた管内の普及事業を，飛躍的に進展させ

るためには，直接嬰家に接し ，これが指母に当る普及員に，経済的米増産のための普及賓料と

して「耕種基準」作成の必要を痛切に感じ，当センターとしては，このデーターとなる実用試

倹をもっとも重視し，鋭意満全を期したのである。取りあげた試験項目はつぎのとおりである。

A ．センター内圃場

紛 試 験 項 目 雨季作 乾季作 各作

1 水稲生産力検定予備試検

゜2 水稲生産力検定本試験

゜゜3 水稲品種の系統栽培試験

゜゜4 水稲 3期作に関する試験A ,B 

゜゜゜5 苗代播種筐， 1株本数と施肥はとの嗅係試検

゜゜6 本田[IJ2当i)味数と施杷籠との関係試検

゜゜7 適合苗による田植時期試験

゜゜8 同一播種苗による田植時期試験

゜， 水稲肥料 3要素試験
゜゜10 水稲肥料 3要素適紐試験 A,B 

゜゜11 苗代施把適心式検

゜゜12 窒素質化学肥料の肥効比較試験

゜゜13 窒素質化学肥料（硫安）の施肥適期試験

゜゜14 施肥位置に関する試験

゜゜15 微屈要素効果試験

゜゜
-l 2 -
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16 珪力）レ施用効果試験

゜゜17 I 堆肥施用効果試験 3 

゜18 有機質肥料施用効果試験

゜19 I 在来苗代と水苗代との比較試験

゜20 移植方法に関する試験

゜21 I 機械による深耕試験

゜
I 
゜22 田植機現地適応性調査

゜B．地帯別現地試験地（灌漑地域8, 天水田地域 3, 塩害地 I)

．
 

23 奨励品種決定のための品種比較試験

゜24 塩害地における優良品種選定試験

゜25 各試験地における水稲肥料 3要素試験

゜

． 

紙面の都合で，その全部を記載することはできないので，重要と考えられる若干の試験成箱

を図示して考察する。

(1) 品種に関する試験

図 1について見るに， 2-3 1は在来品種で，比較品種として入れたのであるが，少肥区

では， IRRI -8に劣らぬ好成績を示している。しかし中肥，多肥区では標準品種に比して

も，著しく減収となっている。これは長辟穂多型のため，倒伏が原因である。

図 2についてKada 176-12も在来品種で，明らかに同一傾向が見られる。これに反し，

図 lの IRR1 -8のごとき短拝穂数型の品種は，多肥のときも倒伏せず著しく多収となって

いる。最近州政府はこれら品種を高収屈品種(High y i e Id i ng r a r i et y)と称して，強

く奨励普及している。

現状では肥料も充分購入できないような，さらに一部にはほとんど無肥料栽培の役腹も若

干いるので，これら悶家に対しては，第 1段階として 2-3 Iのごとき在来品種でも，これ

に適合した少肥栽培をすすめた方が，経済的に，小粒で良質のため米価は高いし，有利な場

合が考えられる。勿論一般的に言えば，高収は品種の多肥栽培が，最も経済的である。

中農以上の農家は，肥料は充分に得られるので，必要以上に多施して倒伏させている閣家

もしばしば見受けた。

とまれ地域毎に少，中，多肥のきめ細かい試験成績は，普及員が個々の農家の実状にマッ
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チした栽培指荘のための普及資料として，かゆいところに手のとどくように役立 っであろう。

普及員が試験地を担当して得られた成績であれば，なおさらのことである。

数年前 2-3 Iのごとき在来品種が 80％の多きを占めていたが，現在では 40％程度に

減少している。高収 品種がこれに代って普及したためである。

従来，乾季作品種としては， Formosa-3が唯一の優良品種であ ったが， 図ー3の IET

355に見るごとく著しく多収性品種が出現してきた。

この品種は， Formosa-3と同程度の熟期で良質米であるから，今後乾季作水田 全積の増

加に伴って，急速に普及するでちろう ，

図 1-3およびその他の成績により，同一肥料条件で，乾季作は雨季作より I0~2 0% 

程度多収で，かつ安全であることがわかった。 ． 
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(2) 機械による深耕試験

伯行栽培では ，耕転にはコプ牛 2頭によって引かれる木製黎を使用しているが，この黎で

は，その構造上からして，現在以上の深耕は困難である。機械によって深耕すれば能率的で

あるとともに，深耕も可能である。

日本では深耕多肥は，米の増産上高く評価されているが，当管内の大部分の土嗅のごとく

著しく粘質のCottonBlack Soi Iにおいて，果して効果あるや否や ，反対に著しく増収

をもたらすかも知れない。その程度が不明なので，着任して直ちにこの試験に取りかかった。

試験の結果は，図ー 4に見られるごとく耕深5.I 2. 2 0 cm中， I2 cm区が最高収凪，つい

で 20 cm区。 5cm区がも っとも劣った。年次的に深耕による増収を期待したが，終始同一傾
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図 4． 機械による深耕試験 (1969-1971)
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向であった。

他方慣行栽培における耕深を，当センター周辺農家 IO 0ケ所について調査したところ，

モード I0-12cmであった。

以上の結果を総合して，現在一般農家が行っているコプ牛 2頭引による在来黎使用の耕転

は，耕深の点よりみて，米の増産丘適当であることがわかった。管内でも比較的軽い土嗅で

は，これと結果は異なるであろうが，この種土喉についての成績はもたない。今後行うぺき

諜題の一つであろう。

(3) 苗代施肥適伍試験

前任者の「印度西部地方における稲作改良について。 I 9 6 9」中に，乾季の苗代は多

に（本試験の 4. 比較区），雨季作は追肥のみで，かつ少伍でよいとあるが，別に試験成絞

は見当らないので，この試験を行った。

試験の結果（図 5参照），灌漑水田では雨季作，乾季作とも m2当り N,P2 Os, K2 0, 

各 I5 g,いわゆる中肥区が，例外なく最も良好であった。

この場合応 05とK20は全屈元肥として施し， Nについては，雨季作では元肥に 9g I 

発芽率 I0日目と，田植期 4-5日前の 2回に各 3gを追肥した。乾季作の場合は，雨季作

同様 Nは9g Iを元肥とし，発芽後 2週間目と，田植 4-5日前の 2回に各 3gを追肥した。

． 
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(4) 水稲肥料 3要素および 3要素適日試験

1 9 6 8年着任時，隣接支場では加里肥料はほとんど使用して
いなかった。一般農家にお

いてもまた同様であった。

果して無加里でよいのか？ 我々が各種の試験をする場合，
Nほに対して応 05，応〇

をどの程度施したがよいか，不明なので，さっそくこれらの試
験に取りかかった。

表ー 1． 灌漑地域試験地における水稲肥料 三要素試験収量指
数 oo季作 1967-1971)

試験地 無肥料区 無窒素区 無燐珪区 無加里区 三要索区 同精籾収益 (kg,lha)

1. KamreJ 63 73 81 87 100 5,785 

2. Bardo I 1 4 1 52 85 90 100 6,638 

3. Mah uwa 53 63 82 94 100 5,905 

4.Chorashi 57 66 82 87 100 5,703 

5. Nav sa r 1 62 75 93 96 100 6,034 

6. Ga ndeu 1 65 78 91 93 100 6,898 

7. Ch I kh I 1 65 72 84 89 100 7,246 

8. Bu Is a r 62 71 91 91 100 6,3 0 I 

平均 58.5 68B 8 61 90.9 100 6,313 

表ー 1の3要素試験成績から，土嗅の天然供給駄は，各試験
地により若干異なるとはいえ ，

N, P2 05, K心の順に欠乏していることは一致している。すなわ
ち平均において ，3要素

区の収口を IO 0とした場合(ha当り ，精籾 6,313キロ），
無肥料区 59,無窒素区69, 

． 

無燐制区 86,無加里区 9Iで ，加里成分が比較的多いとは
いえ，これが施用の必要性は明 ・

らかに認められる。以後隣接支場および一般嬰家も 加里肥料
を使用するようにな った。

図ー 6,7の各A,図ー8より ，ha 当り N, I 5 0キロ，
応 05 9 0キロ ，K20・ 

9 0キロが適量。さらに図 ー6のBにおいて，p205, K2 0
をN伍の各 60％を施肥した場

合は，品種により N紐が 20 0キロが最適であることもわか
った。以上の結果を総合して，

耐肥性の強いいわゆる高収量品種に対し ，ha 当り Nは I5
 0キロ ，応 0とK20は各N

の60％が，一般に普及すべき最適位であると考える。
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(5) 栽植密度に関する試験

慣行栽培における栽植密度を見るに，苗代播種は著しく厚播であり，苗代面積は本田の

I 2~I 3％を用意するのが普通である。

． 
本田における 1株本数は，厚播による桟細な苗を 10~1 5本も植えている。 m2当り株数

は 80ケ所の灌既水田についての調査で 12. 1~3 5. 4株にわたり，モードは 18. 2株で，

一般に著しく粗値である。

日本の水稲品種の精籾 1,0 0 0粒 は 25~2 8 g前後であるが，当地では 13~3 2 g 

にわたり，その差が著しい。そこで試験するに当って，日本式に吋当り，何リyトルの容量

では，当地では不適当であり，面当り何粒播きとして設計した。勿論これが応用に当っては，
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各品種の精籾1,0 0 0粒 から換算して， m官り何gとした。

さて図ー 9より最適苗代播種且は収

3, 3 3 3粒 C3cm2に 3粒）

，本田に対する苗代面積等より検討して面当り

程度 ，これは全品種共通 ，すなわち IRRI-8のごとく

1. 0 0 0粒 3 l gの大粒種も， 2-3 1のごとき I3 gの小粒種も同じでよい。

本田の栽植密度は ，図ー 9,I 0より収ほと所要苗代面苗および田埴労力等を考察して ，

雨季作では吋当り株数， 25 x I 5 cm (m2当り株数26. 7株）～ 30X!Ocm（同 33. 3株），

l株本数3~ 5本が適当であろう。乾季作ではm2当り株数では ，25 X 1 5 cm (2 6. 7株），

2 5 X 1 3 cm (3 0. 8株） ，30 X I O cm (3 3. 3株）程度 ，1株本数は雨季作よりやや少

くなく 3~4本が適当であろう。以上から計算して苗代面積は ，従来の半分 5~6％でよい。

．
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(6) 田植時期に関する試験

現状では，管内水田面積の 80％以上が天水田であるから，慣行の田埴は，雨期の雨に依

存しており ，したがって年々移動する。しかし今後Uka i Dam開発の完成のあかつきには，

現在の天水田はそのほとんどが灌漑水田となり ，さらに 2倍以上の水田が造成されるので ，

雨季をまたずに，苗代および一部の田植用水が碍られるので，田植時期と苗代日数 ，品種間

差異を知ることは肝要である。

田植時期に関する試検としては，苗代播種時期を同一にして田植時期を異にする場合と，

苗代時期と田植時期を相互に異にする場合 ，前者は同一播種の苗令を異にする苗による田植

時期試験，後者は苗代播種時期を異にする適令苗による田植時期試験である。

試験成績を見るに図ー lIは，苗代日数が播種後 20~4 5日にわたり（何れも芽出播），

播種後 20日の主和葉数 5~6枚のときが，田植の最適期（ 7月 l3日）であり，その後主

和葉数 7枚程度までは （播種後 3 I日～ 7月 20日植），各品種とも僅かに減収，主相葉数

8枚以上（播種後 38日～ 7月 27日植）となると， l0％程度の減収，播種後 45日（ 8

月 3日植）となると， 20％内外の減収となっている。

品種間差異は明らかに見られ ，Mashuriのごとき晩生種は，晩植適応性が大きいのが見

られる。

図ー I2は適令苗（主秤葉数 5~6枚）による田植時期が， 6月 I6日から 8月 l4日に

わたり，田植の最適期は ，品種により 若干異なり，早生～中生種は 7月 1日，晩生種は巾広

く7月 1~l 5日にわたっている。 7月中に田植できれば I0％以内の減収にとどまる。 8

月 I4日でも I5％内外の減収で，案外収量確保が見られるのは，図ー Ilの場合と比較し

て，適令苗による効果と考えられる。

図ー II, I 2を通じて考案すると，当管内における田植の最適期は，品種によって若干

異なるが ，おおむね 7月上・中旬，その後 7月中に田埴できれば l0％以内の減収， 8月中

旬となると I5％内外の減収となることがわかった。

乾季作については図ー I3により， I2月 I5日から 2月 1日までの間に播種して，それ

ぞれ適令期に田植したのであるが，試験結果を考察して， 1月 1日前後 1週間が播種の最適

期，したがって 2月中旬田植が最適期と言える。

6月に入ると，雨季の雨のくるおそれがあるので ，5月中収穫可能な早～中生種が適当で ，

同時に貴重な水の節約にもなる。
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rr．技術訓練

我々が当センターに到行したのは 7月4日で，すでに田植 1週間前であり，初年の雨季作に

は我々の設計による試験は不可能であった。

この雨季作間，管内各地を視察して，慣行稲作，普及組織等の実態を知り，その後の方針が

明確になって行ったのである。

翌年の雨季作には，センター内圃場において重点的に各種実用試験を行ない，平行して管内

を地帯区分して展示試験地を設け，品種比較試験と水稲肥料 3要素試験を行なう。その成績に

より，優良品種の展示圃を設け，一般屈家えの普及を図ることを考えた。

かくてセソター内における技術訓練は，本番の雨季作前 1~5月の乾季作における試験研究 ・
の雰囲気で実施するのが，もっとも効果的であると思い，ニューデリの日本大使館，鈴木腹務

官とともに，翌年の事業運営費について，州政府の最高どころ，悶林次官に直接交渉して，我

々の要求通り予算獲得ができた。鈴木嬰務官の助力に対し衷心感謝の意を表したい。

当センターにおける技術者および農民に対する技術訓練を年次的に示すと表ー 2のとおりで

ある。

表ー 2 当センターにおける技術訓練状況

年 度 講 習 科 目 対象者 人員 期 間

1 9 6 9年 一般栽培，土痩肥料 ，嬰業磯
普及員 (VLW) 10 4ケ月悶（2月1圧巧月23日）

Sumner paddy 械の講義と実習

I 同上。但し実習に重点 試験地担当牒家 JO I胡P叔3A5月各10日間）． 
同上。但し講義に重点 普及官 (EO) 

2週尚(1l月24ー29日，
Rabi paddy 

l0 
12月20--25日）

1 9 7 0ヰ
栽培，土肥，店機の講義と実習 普及員 (VLW) 12 2 贋半

Sumner paddy 1 6日～3月3I日）

’ ’ “ 12 2 贋半1日～6月l5日）
， 農業機械の運転

＇ 10 2汽贋 4日～（講義と実習 ） I 6日）

’ 
農業機械の修理 修 理 工

3 2 悶間
（講義と実習） (Mechanic) 1日～3月3I日）

1 9 7 1年
醐土肥，農磯銭義と実習 普及員 (VLW) 11 I 悶間

Sumner paddy 1日～28日）

， 
“ “ II I 隣間1日～30日）

， 農業磯械の修理（講 ，実）
修 理 工

I 2 ［翡間
(Mechanic) 1日～3月31日）

， 栽培，土肥，殷機（講，実） 指導的閲民 II 3 (日2間月I 3 日～I 5日） 

“ 
， ヽ 11 3日靡( I日～ 3日）

” ヽ I II 3日闘
(22日～24日）
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初年目は，水稲全生育期間の 4ヶ月間 ，I0ケ所の試験地の所属Tarnkaから濠秀な普及員

を選抜してもらい，技術訓練を開始した。実は各Tamka 2名づつ合計20人を希望したが，

センター内に全員宿泊させる関係上，その施設不充分でやむなく I0名とした。

我々 3人がいかに協力して直接腹業を指召しても，焼石に水で，どうにもならない。普及と

いう践点よりして，一定期内の技術訓練をもって終りとせず，修了後さらに試験地および展示

伺を担当させることによって，技術的体検を重ねさせ，自信をもって周辺農家へと改良技術を

滲透させる。すなわち普及員に我々の有する全技術を打込むことが，急がわ廻れ式にやがて管

内牒家の経済的米増産に結びつくと考えた。

2年目以後は，多数の展示圃を担当させるため，多数の人員を必要とする。前年の 4ケ月間

を， 2ケ年半として，人員を倍加して 24人訓練を，また 3年目には， 1ケ月づつ 4回を計画

したが，生憎この年はイソド国大統領の選挙年で ，普及員に雑用が多く，このため単に 1ケ月

づつ 2回に終った。

Tamkaに駐在して村の普及員の指揮の立場にある普及官 (ExtensionOfficer)を，

短期間ではあるが技術訓練したのは，我々と，直接農家の技術普及を担当する普及員との間を

円滑にするためでもあった。

原則として技術訓練は毎日 6時間とし，午前，午後各 3時間，主として午前中講義，午後実

習を行った。

勿論訓練胡蘭中は，全員宿泊させ終日教育である。その間バー ティ ，楽しい研修旅行も計画

し，ほとんど全員妻帯者であったので，土曜日の午後から月曜の午前中は休みとし帰家させた。

以上のごとく，親密になってきたので，その後の普及事業は円沿9乙順調にすすめることがで

きた。． 
III.技術普及

屈業機構上における当センターの位置，つまり技術普及の IVートを知ることは，普及事業を

効果的に行なうため必要と思うので図ー I4を示した。

従来，国立試験場，カタックで育成，あるいは選定された新品種，即用の奨励品踵というよ

うな考え方が上層部にある。新品種について，地域性を確認するきめ細かい試験を行って後，

導入するのでなく，新品種の種子は中央から普及組献を通じて，管内のいわゆる進歩的農民

(Progressive Farmers)に配布される。これと同列に試験場が種子配布をうけるのが通

例である。
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凶 15. 普及畢莱の組繊
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図 14. グ・シャラード州、塁業機構上における当センクーの位置
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例の白葉枯病で一躍有名になった品種Padma について， BuIs a r県の知事名で何百袋かを，

見本つきで管内の製家に配布中，我々が県庁に立寄ったとき，知事より Padma の特性につい

て聞かれたが，私は勿論，隣接の支場でも，前年に栽培試験を行ったことなく，本年やっと種

子配布をうけ試験する状態のところ，勿論展家の普及に当る普及員は，この品種についての知

識皆無。

l 4図を見るに試験と教育とは同一系統であるが，普及部門は別系統であり，しかも普及機

関と試検機関との間の連繋がよくない。隣接の支場において，管内普及員の技術訓練を行って

いるのを見たことがない。支場長が年間数回，技術的会議に出席するほか，管内の技術指導の

ため場且の出張したのを見たことが無い。

以上の欠点を補うことをも考慮し，図ー l5の普及事業の組織を計画したのであった。

当センターでは，カウンターパートをも含めた全体の長が森田理事長であり，JOInt 

Director を通じて閑務局長 (Director)に相議して，通常年間 1回，雨季作の作付前，

年間の主な計画，地帯別現地展示試験地，展示圃等の地域普及および技術訓練について打合せ

をしてきた。

I 9 6 9年から，当センター受講普及員に担当させて，第ーサプセンターで，水稲品種選抜

試験と水稲肥料 3要素試験とを行ってきた。

I 9 6 9年におけるセソターと試験地との成績を考察して， I9 7 0年から多数の展示圃を

設けて，受講普及員の技術体験を重ねるとともに，周辺農家への技術普及を図った。 さらに

I 9 7 l年には展示圃の周辺にグ）レープ腹家を設置して，普及員の集団指導を助けつつ， 一般

農家への技術普及をす＞めてきた。

他方牒業機械の普及については， I9 6 9年の雨季作期間中，各試験地を根拠地として，適

． 

期に普及員と農家を集めて耕転磯，病害虫防除機，半自動脱穀機の実演展示を行った。さらに ● 
l 9 7 0年から，試験地担当普及員に，再教育により展業機械運転の技術を習得させ，試験地

所属各Tamka事務所に，各種農業機械 1セットを貸出して，これが普及に当らせることにし

た（図ー I5参照）。

これらの事業を年次的に記したのが表ー 3である。

これを見て TaIuka 間にアンパランスのあることに，気づくであろう。灌漑地域ら， Navs-

ariTaluka 普及員は，ほとんど全員大学卒でSuperVisor と称し，地位が他のTaluka

の普及員（ ViI I age Level Worker)より上位にラソク，優遇されている。ところが地位

とは反対に，端的に言って率先泥田に入って指導する意欲に欠けている。いわゆるカウスト制
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表ー 3 地域普及

A 栽 培

地域 仮 Ta Iuka Dist r I ct 
試験地 展示圃 グループ悶家

1969-1971 l 9 7 0 I 9 7 I グループ 腹家数
l KamreJ Surat I 10 6 3 15 

2 Bardo I 1 ， 
I 10 6 2 10 

3 Mah uwa “ I 10 3 3 15 

4 Chorash1 “ I 5 4 3 15 
灌漑地域

5 Na vs a r 1 Bu Is a r I lO 4 2 10 

6 Gandev1 ， I 10 ， 13 65 

7 Ch I kh I 1 ， I 10 10 10 区）

8 Bu I s a r ， I IO 5 3 25 

I Mangrol Sur at l 5 2 I 5 

天水田地域 2 Vyara ヽ I 5 4 8 40 

3 Dha rampur Bu Is a r I 6 6 5 25 

合 計 l I 91 59 55 275 

B 閑業機械

地域 紛 磯 械 員数 備 考

I 耕伝機 I 

2 ミストダスター I 各TaIuka事務所に配置 ，VLW担当 ，
全地域

3 半自勅脱穀機 1 修理工 ，各Distr I ct, I名。

4 唐 箕 I 

度は ，法律的には撒廃されているが， 現実にはまだ尾を引いていると見るべきで ，この国の米増

増産上 ，一つの陰路である。

試検地の運営は，我々の生命線と考え ，もっとも力を入れた。とくに初年目の雨季作には供

試品種の種籾 ，苗代およ び本田の施肥，田植 ，除草追肥等の管理作業等 ，その都度現地に行き ，

主として普及員に対しきめ細かい指導をした。

I 2の試験地別に稲作期間毎月参観者の凋査をさせたが， ここには総合結果を表ー 4A, B9こ
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示した。

表ー 4 地帯別展示試験地における参観者凋行 (1969) 

A 同上稲作期間月別凋査

月 別 6月 7月 8月 9月 I l 0月 1 l I月 1合計
実 数 3 9 9人 1, 0 5 3 I, 0 7 5 3, I 5 6 I 2, 4 2 I I 6 8 9 I 8, 7 9 3 
歩 ＾ Cコ

5 I 2 I 2 3 6 2 7 8 I O 0 

B 同 上 種 類 3 IJ 凋 査

種類別 普及官 普及員 他指導者 栽培者 その池 A Cl 計 I
実 数

I 
3 2 5人 6 9 5 6 2 4 4.4 7 2 2, 6 7 7 8, 7 9 3 

歩 A ロ 4 8 7 5 I 3 0 I Q 0 

表ー 5． 当センターにおける lケ年間の参践者 (I 9 6 8年 7月～ I9 6 9年 6月）

種類別 技術者 腹 民 練習生 学生，生徒 その他 合 計

実 数 9 0 2 0 2 3 I 9 1. 1 6 9 I 6 8 I. 9 4 8 

歩 A ロ 5 I 0 I 6 6 0 ， I O :l 
6月は苗代， 7月が田植． 8月が生育期． 9~ I 0月が出穂～成熟期， 10~I I月が収穫

期に当る。出穂～成熟期の参観者がもっとも多かった。

この時期になると雨季も終りに近づき，晴天の日が多くなるので，試験地担当普及員に対し，

現地検討会を開催し (1泊 2日間），当センター各種試験の見学， I2の全試検地と 1部の展

示圃の視察を行った。

fa Iukaの長官および普及官に対しても，別々に開催し （同 じく 1泊 2日），センタ ーにお

ける圃場試験と主な店業機械の実演展示．最後の日は若干の試験地と展示圃の視察を計画した。

別途，日印合同の視察会を開催し (2泊 3日），日本側，ニューデリー大使館の農務官，

OTCA市務所長，ポンペイ領事館の総領事と日本人専門家。インド側は州政府のJOIO I 

Director, Specialist(ナ ワガム水稲試験場長）． Navsari脳科大学長と教授。 2

Dist r I ct の農務部長，センター内インド側Sta ff等が参加，同じ く当センター各種試験 ，

若干の試検と展示圃の視察を計画して，それぞれきわめて有意義であった。

とくに日印合同視察会の 3日目の午前中は州政府と，改良稲作普及ヒの問頌点 ．施設の拡充
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案等抜けめなくこの機会を利用した。

当センターにおける 1ケ年間の参観者約 2,0 0 0人に対し（表ー 5参照），試験地全体の稲

作期間の参践者は約 9.0,)3人（及ー 4参照），この半分が栽培牒家，センター見学の栽培牒

家は管内外を合せて 20 0人で実に 20倍以上に達している。このことは稲作技術普及上効果

があったと見てよかろう。

試験地に対しては上記のごとく，我々のパックア ップが大きい。しかし展示圃に対しては我

々の直接の指導は，何分数が多いので ，苗代，田頃後に生育状況を視察する程度で，その大部

分は普及員の指弓によるものである。表ー 6において実は当初展示間の収ほは ，試験地収tilの

8 0％得らればよい位に考えていたところ，平均において IRR I -8, 9 2 96, Mashur 1, 

9 7％で予想以上の好成絞であった。

管内灌漑地域一般屈家の平均収店は ha 当り精籾 3,9 0 0キロ前後と見積られているので，

上記の成績は 50％以ヒの増収が得られたことになる。

表-6. 展示圃および地帯別展示試験地にお，：ナる水稲品種の収Iii:(1970) 

ヘクタール当り梢籾収益
ロ 種00  

キロ
2,500 
3.0 0 0 3.5 0 0 4,000 4,500 5,000 5,500 6,0 0 3 6,500 

展示l圃 I 1 6 ， 7 7 13 I 2 
IRRI -8 

試験地 I 

゜
3 2 

展示荊 I 2 

゜
5 2 8 12 I 7 12 

Mashuri 
試験地 3 I 

゜
2 

合計

7,0 0 J 7,5(., 0 8.0 0 0 8,500 

10 6 2 l 75 

I I 8 

7 6 4 7 6 

゜
I 7 

¥la sh u r 1 IRRJ-8 

成績の
展示刊 1 試験地

モード＝6,000キロ

要約 1醗 5,867士291 1四 ＝6，379士633 

標焦偏差=±374 標準偏差＝

展示前 1 試 験地

モード＝6,000キロ

ギ均＝5，91 5士7/21平均6,051士10 2.o 

標偏差＝士92 0 栂準偏差＝士1,3 I 9 
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我々 3人は栽培，土復肥料，脳業機械が専門で，病害虫指弓は若手，各センターとも病害虫

指荘班派遣をOTCAに強く要望し，幸い 3ケ年間実現した。 I 9 6 9年は脇本博士が，ピハ

-)Vltlに白葉枯病が大発生し，これが防除対策のため来印の機会に各セソターにも立寄り，当

センターは I0月2I~2 3日であった。 I 9 7 0年には吉村博士（病害）を団長として，松

本（病害），奈須 （病害）および吉野（生理病）の各博士が来場， 9月 I5~I 8日の 4日間，

I 9 7 I年は江塚（病害），平尾（病虫）の両博士で I0月II~I 5日の 5日間，それぞれ

試検地と展示圃において現地検討会を明催し，これには普及員と一部の進歩的農民が参加，引

継き別の会場で多数の一般閑民生徒等に対し，スライド等を利用して説明会 ，質疑応答 （病害

標本多数持参）を行い効果的であった。

毎年インド側から上記普及員 ，腹民等のほか屈科大学の病害虫教授が参加したが，昨年はジ

ュナガー農科大学の害虫，病害教授各 1名 ，ナプサリー大学の害虫教授と両県の病害虫担当官

も参加しきわめて盛大かつ有意義であった。

． 
む す び

インド屈民の飛躍的米増産のためには，農家に直接接して，普及指導的立場にある普及員

(VLW)が弱いので ，これを強化することが先決と考え，これが強化の仕組みを実践して来たの

である。

管内ウカイダムの開発により， 今後 I0ケ年間に現在80％を占める天水田は，ほとんど解消

して灌漑水田に，さらにこれに倍加する水田の造成が計画され目下着々進展している。

雨季作 ，乾季作（日本人の手で開発された）について「耕種基準」も近く完成送付される見込。

乾季作は雨季作より一般的に言って I5％内外の増収が得られるし，雨季作についても，日本

程度の水準向上の可能性あることを ，我々 は現地にこれを実証した。 ● 

我々が ，指導すれば，直ちにその翌年にはこれを実地に応用し，また 1人で試験地，展示圃 2

ケ所を担当して，まだオートパイを給与してくれれば，さらに多くの展示圃の指導ができるとい

う然心なインド人普及員がいることを思えば，上記の実現性は多分にある。

インドは現在悶業とともに，工業発展に重点をおいているし，日本と桁ちがいに大面積の店家

がいるので，遠からず一部の農求は，日本並に閑業機械化してくるであろう。

熱帯圏で水稲作に対し温度に恵まれているので，水の開係が現在も，今後も，重大問頴となる

であろう。すでに我々の手で水稲 3期作の可能性が示された。
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質 疑 応 答

．
 

． 

（質） センターにおける日本人専門家の人数と今の試験成績等のとりまとめは如何なるかたち

でなされたか。

（答） 店業磯械と栽培で三名おり，私個人としては最後のご奉公であり．任期一杯一生懸命頑

張ったつもりで成績の集計にも意欲的に取組んだ。現地スタ ッフ はカウンターパート，

運転手等を含めて II名おり．この中に作物収凪調査を専問にやるのが二人いたので手

助けになった。

（問） センターを中心にして試験地が I0位あるようですが，それはどうしたですか。

（答） 外部試験地では作業が出来ないので，脱粒昴の品種 15 0株をi/ートで包み．試験の都

度本場に運んでやった。 3人の専問家が朝 7時頃出て，晩 9時頃帰るという難行であり，

片道 3時間は普通であった。田植時胡は一緒にかち合うのが常であり．午前と午後に分

けて指導者は村人を集めて指母するというやり方で殆んど休みなしの日課であり，その

点サンマー期をうまく利用したわけです。

（問） セソターと試験地の関係はいかに。

（答） センターは 1カ所試験地は II力所ありながら，あまり出張を自由にさせない。一郡 1

カ所の試験地はまだよいとして， 23郡をまとめて 1カ所という所で困る事は。他郡で

やる場合は殆んど見にこない。そこでこれ等を参考として 3組に編成し 1組は，日本側

の大使館，領市館と州政府の要人と組み，又別組は県知事屈務部長等と郡の担当者等と

いうようにして収穫前に巡回させた。当時水苫で困難な中を私等の誠意をくみまして，

I 1人中 9人までは出席するという熱心さであ った。又 Extencion Officerの連中

も見たいというので，管内一巡の日程を組んで案内した事もあり ，又トラックやオート

パイを世話してくれという熱心な現地戟員もおる位である。

（問） これに反応する嬰家の意欲はどうか。

（答） 閑家が見学に出席して一番の好奇心は，自勁悦殺磯，動力明霧磯を主体とするダスター

類で ，買いたい希望があるが，印度自体が外国のものを入れないわけで，嬰磯具は当然

の事で自動車等も決して入れないで，自国産のオカ、ソナ型のものを走らせている。それ

で私等の力によって何とか方庄を考えて入れてくれとしきりに言うが，輸入禁止ではど

うにもならない。

（問） こんごの技術協力にはトップの指導者だけでよく，末端は印度人自体でやるという事を
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聞いているがほんとうか。

（答） それに近いことがあったという事は，ダムの完成もありそのダム利用による，灌既と基

盤整備をやるので，それに必要な磯械が欲しいという事は聞いたが日本人技術者が要ら

ないという事は聞いてない。

その機械もプルドーザー 50台を，入れてくれたら各嬰家に貸出して， vベリングさせ

るという事で，ただ田に水さえ入ればよいという気持でおるし，日本でやっている基盤

整備とはほど遠い程簡単に考えており，要するに磯械が欲しいという事は事実である。

（問） インドの外 3地区の実収はいかに。

よその事は一概に言えないが ，閲村を中心にした所と，農場中心で進めた所ありで，最

後には農民の指弓をやってくれという中央政府の，要請にどこもそうようにしてやった

．
 

と思う。

財団中田 森田先生のいた Suraatのやり方は，州の組織を強化しつつ仕事を進めたケースであ

り， mandeaの場合は ExtencionWalker というか普及員の訓練を中心にしており，

屈村へはこの普及員が出向くという市で，それぞれ性格の相違があり，その点今後の技

術協力に問題が残されているようである。

（問） 現地技術者も耕種基準をもっているか。

（答） 一応持ってはいるが，確率に乏しいという事は，試験結果がないためである。あっても

年数が短かく，方法も当を得てないという事は，例えば品種の異る粒数も大小おなじに

している位だから，日本式の査料とは可成り相違がある。

（問） は磯具利用策はいかに。

（答） 磯械化の前提として耕種基準を作り，栽培普及のよい所をつくった上で，日本嬰磯具を

直点にして特別指召地域として薔及すればよいと思う。又ー郡対象にした機械化営閣は ． 
進められる可能性がある。もう一つは少農対策として，二期作を中心とした Summer,

Padei の増収対策として， Pomp設置によって， 1地域 Ioha位を設置拡大して行く

と 計画したにも拘らず，大型腹液具プルトーザーと一緒に技術者も欲しいという市

を表面化している。

（問） 収は目標を 3.4. 5屯と設定した場合に，普及において 3屯， 4屯の技術という事で嬰家

におろされた場合 ，それを消化する可能性やいかに。

（答） 普及段階には新旧種々あって ，田植 ，直線植 ，品種杷料等と可成り強く普及推進の要が

あり，これを何屯型に抑えて普及を図るかは ，今示した我々の成績に基いて彼等がやる

-3 8 -



と思う。計画として最高 6屯目標とし 5屯はさほど難かしい事ではないと思う。ただし

これは灌漑地域の事であって天水田では不可能であるっ

具体的には組合せによって現地側がやるぺきである。

以上

． 

．
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東南アジア農業に望ましい 農 機 具

国際農業機械化研究会理市長
腹機産業詢査研究所長

岸 田 義 邦 氏

．
 

I.はじめに

開発途上国，特にアジアで使用される牒業機械，更には屈業機械化を考えるについての主な

着眼点について述ぺたい。

腹業開発の技術協力に専念される方々は ，農業全般についてのアウトラインを持ったヒで，

種々の膳発指弓をされるのであるが ，脳業機械についても殿機具そのものに関するものと，悶

業の近代化，能率化に関するものとでは ，かなり問題点が異るものである。

現地での四磯具を考えるについて大切なことは，各国ごとに諸市情が相違するので，ー率に

対処できない問題があるということである。

即ち，その国の農業政策，脳民の屎接 ，国民の教育程度 ，自小作事情，土地制度，自然の条

件，作物の相違，経済事情あるいは歴史的背景などが踵々複雑であるので，それに即応した腐

機具について考慮しなければならない。

これらについて，その考え方を述ぺることとする。

．
 

]I.農機具導入に関する 基本的概念

(I) 経済的考察

農業は大汽本を投賓してもその回収に長年月を要し ，且つ賓本回収率の低い産業である。

従って閑業機械化を図るためには ，臼本回収率の低いことを考えるとともに ，開発投汽家

の寛容さが必要である，

しかも，漿機具の普及度によ って投下資本率が相違する。

日本のように磯械化の普及している国でも応家がその磯薇技術を習褐し ，使用するまでに

支払う額について見るに，機械化のため屈家が毎年投資する額（約 3,60 0億円）のうち，

技術情報率は0.6'16であり ，また， 1農家当り年間店磯投百顆は平均は 6.6万円で ，Iha 

当り 6万6千円が年々悶業成械化のために支払われている，そのうち取扱に関する指召門は

約 4%~I0％である。

普及度が1氏いと， このコス トは反比例的に増大する，
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海外の悶事開発を計画する場合を考えるときには，これらを分析し，利用度を勘案し，総

合して経済的であるかどうかを考えなければならない。

耕転機がよかろうということになっても，耐用年数 （稼働 30 0時間／年として 5~7年 ）

にマッチする利用度があるがどうかが検討されていない。亦外国型のコンパイ ンについては，

日本はアメリカの 8倍ものコストとなるような事情を考慮しなければならない。値段で 2.2倍

圃楊内のスピード差で 2倍，天候差 （東北裏日本の収穫時に於ける稼働可能H数）で 2倍， 合

計8倍のコスト高になる。

日本でも大型屈機具は利用条件と購入在の関係でペイしてない。田埴と種播磯にしても，

ァノリカは飛行機で I0分間に 6haを播くのと，田植磯で 1~2.5時間で I0アールを行

うとでは差があり過ぎて比較にならない）

同様なことが東南アジアの零細な塁業：こついて云える。

現地の経済状態は貧弱であるし，僅少な政府援助のもとでは効果的な投資にならいし， 援

助も 1国限りであれば，故茄したり，更新期に入ったりすると逆に困窮・混乱が起るこ とと

なる。

このことは農業淵発の基礎計画にマッチしているかどうかにも関連する。

また安い労賃や低い晨民教育は磯械化を遅らせる要素となる。

インドネツアに入ったトラクター 30 0台がパーツ不充分のため 3年間でパラパラとな っ

たり，ピ）レマにある 9,0 0 0台のトラクターは大方が故障で使用可能が 1/10~J/20,

平均 lO 0時間／年の稼働 （経済的稼働時間 2.0 0 0時間／年 ）であったりしている事例が

見られる。

経済的な問顕としての輸送と，マージンについても配慮が必要である。

冽えば，ラオスに 20馬カトラクター (lO 0万円）を寄付することとなったが，日本か

らアメリカ・タイ経由で飛行機によって輸送する要が生じ，その輸送費 I5 0万円を要した

例がある。

取引マージンも普及度が低いと機械の使用悦明だけでも 15％位のマージンを食いつぷし

てしまう。

(2) 技術教育の普及

技術のレベルに大差があるし，教育も違っている。

l, 0 0 0年以上前の古い技術慣習の国もある。また，農磯具の使用技術の況明や伝習につ

いても適当な場と方法に欠けている。

．
 

．
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． 

さらに，修理工場や原材料の材質においても遅れているので，これが機械化の程度を左右

する要素ともなる。

このことについて，現地では多額の資金を要する機械化体系でなく，適用可能な技術を導

入することを望んでいる，

同一国の中でも，例えばインドでは地方によって，また燐民の階層によって現代から

I, 0 0 0年の昔までの技術差がある。

次に，技術慣習や作物の品種によって，磯械化の進度を制約している場合がある。

インドネンア，フィリッピンの穂がりは，自脱コンパインの晋及を制約し，甚しいのは足

のみによる脱穀で，千歯にもなっていないところさえある，

日本における進歩の過程は，臼→千歯→足踏→勁力→自脱コンパインの順に進歩

しているが，その何れを使うかは ，その国の諸条件によ って決められるべきである。

現在 ，東南アジアでは初期の脱穀機が主で，プーリー 1つ ，ペャリング 2つと云うような

簡単で故障の少いものが最もよく売れている。

また，指導者となる人が少い。楼民を指導する人をどの程度教育したらよいかも問題であ

る。

(3) 社会慣習の影磐

インドネツアの如く，アニアニの習慣は，農民の生活保茄の一環にもなっていて，これを

排斥するような機械化は社会問題としての抵抗とトラプルなどを起す。

田越かんがいが機械化を遅らせている例は随所に見られる。また，各国からの技術援助に

しても現場で指導された技術を忠実に実行しないために起る失敗が多い事は随所にみられる。

(4) アフターケヤーについて

鍛治屋の普及，修理食材の材質，ウェルディング技術，あるいは部品の在庫などアフター

ケヤーの可能性は総じて我弱である。

農具のデザインを指召し，簡単な修理が末端で行えるよう推進することが必要である。

(5) その他

援助計画樹立を進めるに当って開発途上国は外国の援助資金を期待しているが，全額政府

資金ではなく，民閤との半々出資となっている。だが，民間では，効果や利益の回収を早期

に求めるようとするので，理想的計画が立ち難い。
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m.農業機械化に関する提案

前項までに述ぺたところに対する対策として，「国際股業機械開発研究所の設立」を提案す

る。

その内容は，別冊 （I9 7 2年 9月 3日，上記題名）の通りであるが，その骨子は次の通り

である。

(a) 機械設計上の基礎研究

(b) 利用並に修理等の技術推進

(c) 殴械化研究基礎問題

① 社会構造 ⑥ 気候風土

② 経済情勢 ⑦ 作物特性

R 教育水準 R 燐作業慣行

＠ 技術水準 Rその他

3 国民性

について，各地域ごとに適合したものを見出すととも（こ，

(d) 熟練技能者訓練所

を設け，①鍛治，②溶接，R板金，④木工，R金属切削加工，⑥塗装について，オベ V-

ター指導者を養成し ，修理及び基礎工作技術を指導するものである。

このような内容を持った研究所の設立を提案 している。

N.機具別考察

(I) 脱穀機

前にも述ぺたように，脱穀作業は人畜の足による脱穀，臼， 三つ又，千歯，穀打台，足踏

脱穀機，動力脱穀機，自脱コンパインの順に進歩しているが，それぞれその国の諸事情に応

じて選択をしなければならない。

インドネンア，フィリッピンで穂がリを行っているところは投げ込み脱穀機を考えるなど

の配慮も要する，また，自脱コンパインは故障も多く，また，助力脱殺浅でもプーリ 1つ，

ペヤリング 1つのような簡単で故障の少いものが望ましい。あるいはローラーの周囲に鉄ヒ

ダをつけたものを転がしてスレッンャーにしている例もある。
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(2) 鍬 ，鎌

インドでは図のような三角の鍬を使っていると

ころがある。

．
 

これは軟鋼なので磨滅が早いが，鍛治屋もない

ので， 一方が磨滅したら次の角を使うというよう

な知恵を働かせたためである。

最も要求されているのは，鍛造，ウェ）レディング，板金技術等の指導である。それらの簡

単な種々の技術の定召は腹磯具の補習を促し，刃物類にしても鋭利で長もちするものがそれ

によって得られるようになるのである。

フィリッピンでは巡回して鎌のグラインダーがけする戦業すらある。

ピルマではイギリスより年 30 0万丁の鍬を輸入している。

(3) 動力代掻きローター

水田にもぐり込まないよう簡単な装置のものが用いられている。

(4) 

自動車の修理場で簡単に作られている。

． ／ 

＼ 
(5) 乾燥機

台湾や韓国では日本の循環式乾燥機を入れているが，東南アジアでは労賃が安いので ，箱

に頭を張って籾の出入れは人力で作業できるようにした方が便利で安い。雨季には火力も必
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要であるが，乾期などはむしろ通風乾燥を主として， 5馬力位のフアンをセ ット すればよい。

(6) 播種機・防除機

広大な地域ではアメリカのように飛行機で種子を播きあるいは薬剤を散布することも若想

できるが，他の農具の作業行程とのバランス，労力，民度，など全ての条件を勘案しなけれ

ば，インドネツアにおけるスイスの商社のような失敗を招くこととなる。

V.おわりに

以上，東南アジアが求める農機具についてあらましを述ぺた。

現地の諸事情に適合した農機具の提供を考えるとともに，機械化向上のための指導施設を同

時に考える必要がある。又 ，容易に生産販売の出来るような工業化を同時に援助しなければな

らぬ。

次いで，講師と出席者の間で質疑応答の形式によって意見の交換が行われた。

その概要は以下の通りである。 ．
 

質 疑 応 答

（問） 鍬の駄産について詳しく説明して下さい。

（答） ドイツは気候の関係で鉄のさびが日本ほど早くしないので，鉄のバウダーを作り，それを型

に入れある程度熟を加えプレスすると鋳造と鍛造の間の製品ができる。日本にも技術は

あるがコストが高くなり，どうしてもドイツやイギリスに負ける。

それで粉末治金法ではなく，スチ ー）レそのものを熱処理しながら，鍛造して鍬を製造す

るという技術が開発された。

私は出来上った現物を見ていないので．よくわからないが，上条氏と私の会社の外国部 ・
長との報告を聞いただけであるが。技術的にメドはついたが，販路を持つところまでに

至っていないので生産に入れない状態にある。援助計画等によって大贔にまとまれば別

だが．生産に踏切るにはコストタントに製品を流す必要がある。

日本ではトラクターの援助等をやっているが，実際問題として鍬などは，腹民が買い易

いように政府が買上げ，安く流すという配慮も必要であろう。

鍬も日本から輸出するかたちになるが，当分は援助計画で進めるぺきである。インドネ

ンア ，ビルマなどの東南アジアの国々は百万 ．2百万丁と買うのである。

（問） ドイツではゾウリンゲンあたりが作っているというのは本当ですか。
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（答） ゾウリンゲンは鍛造の街であるからカミソリからナイフ ，包丁とすぺての刃物を作って

いる。 日本でいえば兵庫県の三木市のような所で ，所謂鍛治屋の集中生産地帯である。

（問） 機械化についての日本としての考え方について

（答） ライス ミルも大きなヒ冗ンネスである。ライス ミルの籾摺装置は土臼で大正時代に山口県

の人が開発したもので，下の臼がまわるように改良したものである。 これを鉄製に した

のがドイ ツ製である。

ドイツは日本の改良型を鉄製にしてどんどん売ったわけである。籾摺機に関して ，日

本は世界的貢献度が一番高い訳である。

例えばロール式籾据機は今 ．イタリー ，スペイン． フランス ，アメリカでも普及して

いる。籾摺機には，このロール式の他に遠心力を利用した衝撃式があり ，稲の品質によ

っては衝撃式が良い場合がある。 ドイツが今まで輸出したタイプの籾摺機は，米が割れ

てロスが多く， 梢米所ではあまり好まれない。このため東南アジアでは日本製の籾摺機

がでるようにな った。

ただ，現に 1日20 tonしか渠荷できない所に I00 tonの能力のラ イスミルを作っ

た例がある。これは無駄な投資を行ったものである。誰が支払ったものか，政府がその

援助計画をどのような形で受入れたのかわからないが大失敗である。

東南アジア，特にインドなどでは米の貯蔵上 ．バーボイルドライスというものがある。

これは 1晩水につけ ，今度は高熱の蒸気を通し ，それを外にもっていき乾燥するのであ

る。貯蔵性はよくなるが ，そのプロセス中にカピがたくさ んはえるのである。しかし ，

よくしたものでインド人はそのにおいのあるのが良い米だというのである。

ところで ，耕転機であるが ．私の考えるにはアクセサリーをとってもらいたいことで

ある。つけていれば盗まれるし ，こわれてしまう。そのようなかざり もののない耕転機

を作ってほしい。タイで開発された耕転機におされ．タイでは日本製のものが 1台も売

れないという現状である。

私が思うに．日本で作 った製品を金のない国に売るのは罪悪である。援助するのなら

良いが ，その金で鍬でも鎌でも作り，また修理もできる工場を作るべきである。これな

らすぐ活かされる。

財団に 80 0余名の人が登録されてお り ，この人達が結束して政策にアヒ・ールする よ

うにすることを ，私は提案したいのである。

現地においてどういう問題が ．どのようにおきているか。その次になぜおこった。ど
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うすぺきであるか。これを三段階に書き lつのレポートとして現地から財団に送り，財

団でこれを集成し日本の新聞社を全部集め発表して自ぅ。

我々は楽屋で手をたたく事はできるが，一般にアピー）レし，世論を盛り上げなければ

いけない。今日では新聞社を使うと役所がいじめられるのではないかと遠慮してしまう。

新聞はみなさんのレポートに飢えているのである。みなさんの Vポートがどこかで消え

てしまう。勿論印刷するには金がかかるため限定される場合もあるが。

また，政府が援助計画を立てるうえで現地の実情にくわしい人の意見を聞くことが極

めて重要である。

みなさんが2年間なり海外で仕事をされるのは大変な事であるが，あなたがたは専門

家として帰国後，日本で腹業技術協力のために何回呼ばれて意見を聞かれましたか，私

は I9 5 8年に 6ヶ月間組織的に嬰業磯械化の政策，その他について凋査に行きました

が，帰国後日本の政府が立てる燐業機械化推進案には一回も出さしてもらったことがな

いのである。

今日 ，農業ジャーナリストの会の主催で，東南アジアの農政ジャーナリストとの会合

があり，議論をしておりましたが，その中で自分で股業している人口がいるのかとの質

問があった。 日本のジャーナリストはサラリーも安く，器業をするにも土地が高く，畑

を持てないのだと云っておいたが ，このように実際に楼業なんかは知らないのである。

農政ジャーナリストの会で東北に旅行した時などは，脱穀機を見てパインダーといい ，

パインダーを見てコンパインというように何にも判らず，他では腹林大臣がどうの，米

が高いといったり ，ひとかどの農政通のようにいっている。

日本では実際家と云うのは ，あまり話さないものであるっしかし専門家にある程度声

を上げてもらう組緞にしなければいけない。あまり素人がものをいいすぎる。

先進国の援助した農機具の残骸を見ると疑いたくなる。それぞれの国にはパターンが

ある。先進国も後進国も同じ原理である。そうしたパターンを考慮せず，いきなりトラ

クターを持ち込んでも無理なのは当然である。

（問） 彼らの油に関する観念であるが，ドラムカンの半切りを土地に入れうつしている。 これ

をまた，＜みあげて運んで仕事をしているが，燈油と同じ観念がエソヂンに使われてい

．
 

． 

る。

（答） 彼らの経済観念と知識については，日本と同じようで ，新しい油を交換するように指導

しても，もったいなくてどうしてもやれない。廃油の使用方法であるが ，時間がたって
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． 

も交換せず，新しいのを加えるのである。古い油をも ったいないというので捨られない。

せめて古い油はドラム缶に入れて簡単にこしあたためる。すると沈澱が早くなる。時間

がた ったらうわずみをと って ，他にうつしかえる。それに少し新しいのを混ぜて使用す

る。これは古い油に新しいのにたすのとはま ったく違う。まあこんな方法なら彼等も実

行できる。

東南ア ジアでは ，このような簡単な方法でいろいろな中を改良する必要がある。私は

現地のは業担当官に話して ，1つの油の対策として機械化センターで指導することにし

たい。

（問） 耕転機のデザインの問題，あるいは自動脱穀機の構造の問頗 ，実際現地で経験してつく

づく考えさせられた。

自脱を 2台持 って行き l台はニューな物であり，他は日本の物そのままであったが ，

現地のイソドでは枝梗は長いし ，雨期の米を相手にするから，つまって使えないわけで，

インデカの脱粒性のあるものは ，日本の脱穀険を持ってい ったのでは ，お化粧だけが良

いにすぎない。終戦後 ・我々が使っていた木裂の手こぎの方が良いと思う。

（答 ） コンベアーを取り ，脱穀を撰別が出来ればよい。不必要なものは取 ってしまうのがよい

のである。

今の自脱型のコンパインをマレーツアで S会社が試み， S社の技術者が使うのと ，現

地で 1ヶ月訓練を了えた技術者が使うのとを比較してみた例がある。

日本の機械は概して名人がものを使うように非常にセンンピリティーなものになって

いる。東南アジアの人々にそんな細かい事をい ってもだめである。日本人は磯械にはせ

ん細すぎるのである。日本では ，屈家の人が機械の欠点をおぎなって使っている。そん・ な機械は東南アジアではだめである。

（質） IRRIの農機具は今言われた方向で行なわれているのか。

（答） 私は全面的に IRRIの開発した腹機具の方を支持している。処が ，日本では誰かが外

国の人が開発したのを支持するというと ，日本のメーカーから総スカンを喰う。だから

利□な人は ，そんなものを支持しない。

それと日本人の感覚で ，あれは程度の低い ，問題にはならないと考えるのが技術者の

中には多い。とこ ろが ，それは大きな間違いである。現地で手に入る資材 ，材料を使っ

て ，現地で生産出来る裂品をデザインできたら最高の技術者といえる。

日本やアメリカで使われている高級の農機具は東南アジアでは必ず しもグッドデザイ
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ンとはいえない。なぜなら，外国援助の閣機具では今処東南ア ジアの国に対し国家総生

産に対する寄与率というのは ，全くないのである。そんなことをや っているか らいくら

金を使っても東南アジアの援助は実を結ばないのである。

つまり彼らの作れるものをデザインするというのが開発技術者の最高のほ任であるは

ずである。ところがそんなものは程度の低いものだ。おれの方が偉んだという顔をして

いる。要するに，思考するポイントが全然違うのである。

このような事が窯か本当か，実際に行':,た人を結集し，その点を1/ポートの形で結び

つけていく必要がある。 日本にある財団のような機関がその点に関し，お互いに情報交

換して行く必要がある。

アイオア大学に開発技術者でピュック1/ーという優秀な教授がいる。この人は次々に

新しい磯械を開発している。しかも大学生が 1つのプロジェクトを組んで，卒業論文に

しているが，それが相当見るぺき価値のあるものである。そのような人が東南アジアに

行くと原始的な機械を作っているのである。そのような物を作るのにアメリカ人に高い

月給を払っているのかという気もするが，それが一番役に立つのである。

農機具は値段は比較的安いが，かさばって輸送コストが高くなるので出来れば東南ア

ジア諸国で一番作りやすいものを開発してやるべきである。日本にしても特許制度の始

まったころは悶機具の待許数が一番多く，当時は日本の工業の母体が腹機具であった，

かじ屋，大工等が中心になって今日にいたっている。東南アジアにしても当然その経路

を踏まなければいけない。

おもしろいもので，日本でも牛ごきや足踏脱毀磯の経験を持たないグループは，コ 、ノ

パインを今だにうまく開発できない。技術とは，計算外のものがあり，そういう理解が

． 

ないとうまく行かないものである。 ● 
（問） 国際農業機械開発研究所設立について具体的にはどの程度進んでいるか。

（答） エカフェがこれを受けとって，エカフェなりにプラスしたものを小林氏が修正し，最後

の案にした。

ただし，エカフェ自身からでる資金は少いっ日本は物ばかり売ることを考えず，そうい

う教育的な立場の研究所でも作れという各国の要請が強くなってきている。最初の設立

資金は 30億円位で，何年か後には年間 I3~I 5億で立派に運営して行くようにした

い。そのためには，日本政府は大巾な資金援助をすぺきである。これは自民党の会合の

際に案を求められて，私ども機械研究所案を出した訳だが，当初は燐業機械以外は出さ
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れていなかった。処が，いつのまにか ，農機具の方だけに，なぜ金を出すかと指摘され

た。それなら自分たちも案を出せばよいのである。案を出さないでおいて腹機具に金が

でそうだというと，このようにさわぐのは悪いくせである。実際，計画を立案するのに

も金がかヽるのである。

農業は閑磯具だけで出来るものではない。種子も肥料も器薬も必要であり，また ，指

導者の訓練もやらねばならない。従って， 1つよいサンプルが出来れば，全部が発達す

ることになる。このような狭い考えで批判的なことをいうのは，インターナンョナルの

考え方ができない日本人の悪弊であろう。

（岸田 ）みなさんが現地に行っておられて牒家にどの程度の技術が没透していったかをお聞かせ

下さい。

（井口 ）地域の指導者とか州政府の体制とかによってずいぷん影響される。また各個人個人の質

によっても異る。

（岸田）途上国の人々は慇心して聞いているような振りをしているが ，内面は，ナンョナリズム

的な感じに支配されており，日本のまねをすると，こけんにかかわるという感じがある。

待にインド人にはその傾向が強い。

（井口）私は現地では，おしゃかさんはネパールで生まれ，イソドで悟りをひらき ，ヒンズー教

の影響で仏教は生まれた。日本はその影署を受けて発展したのだから，その恩返しに来

たのだと云 ったりすると案外と納得する 一面もあった。

（岸田）只今の話に関連して思うことは，同じ宗教・思想と云っても，それぞれの国では内容的

に相違のあることで，同じ仏教国だからといっても，仏教そのものがインド，ピルマ，

中国，韓国 ，日本では異なり，国民感情も違う。

日本の自由主義とアメリカの自由主義と違う以上に違うのである。そこには ，何千年

という国民の伝統的なしきたりというものがある。キリスト教にしても，日本人の理解

の仕方と，英国人，イタリー人の理解の仕方とは異なる。日 本では日本人のキリスト教

であって，世界に通用するキリスト教ではない。

苦情ばかり申し述ぺこようですが，私は感じますには，開発途上国の嬰業開発，協力

問題は ，実際に現場に行った人でないと判らない。その点は御苦労ですが頑張って頂き

たいと思います。我々はできるだけお力になりたいと思いますが，結局援助政策をさら

に改善するには ，皆さんの意見を集中しなければいけないのです，
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熱 帯 の 養 蚕

勝又藤夫

はじめに

世界における生糸士産及び消費

日本では養蚕業は段々と縮少の傾向にあるが，世界における生糸の生産とその消費を見ると人

類が絹を愛好しておることが解る。現在世界の養蚕業は熱帯地方へ拡張されるように見える。

．
 

世界の生糸生産高（日本絹業協会，単位 ：ト ン）

193師 I 96奔 196碑 196痒 I 96碑 196岬 197岬 1971年

プラジル 32.7 11 IB 134.6 14 6.9 187A 2332 259.0 2590 

中 国 4853.0 6860.0 7,180.0 7,770D 8,450 0 9,030.0 11,124D 11,124.0 

韓 国 1,824.0 848.9 1,1540 1,329.1 1,68 73 2,402.7 284 52 2,9339 

イ ン' ド 690.5 1,634D 1.502.0 lfj68.0 1,74 50 1,758.0 2,258.0 22290 

イタリア 2,738.0 6113 5933 4 78..J 523.6 4 99.3 309.8 1 31.9 

日 本 43,1522 19,106.2 18,6943 18,926.0 20,7 548 21,485.4 20,515.4 19,684.2 

ソ 連 lSOO.O 28330 2£, 40.0 3200.0 3,000.0 3/J 00.0 3,000.0 3,000.0 

そ の 他 1,409.6 6948 7 01.8 68l.6 65 l9 691.4 688.0 638.0 

合計（推定） 5 6;,0 OD 3270 0.0 32,600.0 34,200.0 37,000D 39.1000 41,000.0 40,000.0 ． その他とはプルガリア ，スペイン ，フランス ，ギリンャ ，ハソガリー ，インドンナ ，イラン ，
レパノン，マダカスカ）レ，バキスタン，ポーランド， Jレーマニア ，ンリア ，卜）レコ ，ユーゴスラ

ピア等を示す。
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世界の主要国の生糸消酋高 （日本絹業協会，単位 ：ト ン）

I 93碑 I 96咀 196碑 I 9 67年 I 96碑 196岬 197秤 1971年

ド イ ツ 18 9.2 187.6 2030 ~252 24 7 6 I 7 7A l 70.9 

才ーストラリア 2533 

韓 国 261.6 3 46.1 6310 6315 758.6 810 3 234.7 

米 国 23」52D 1$}7 3.6 1,670.6 1,156.7 1,00 40 983.6 4 302 1 68.0 

フランス 2,129.4 695.0 719.6 6623 64 98 670.8 588.0 4012 

イギリス 20000 1462 I 39.J 116.7 174 4 1358 

イ ン ド 16 00 0 1,333 0 1,517.0 1,71 OD 1,78 20 18 160 2290.0 2255.0 

イタリア 765.0 1,459 7 1,640.1 1.6730 1,0801 

日 本 I 5.0000 189 482 19.318.7 20,485.1 20517 7 242 56.7 21369.8 24260.9 

ス イ ス 200.0 314.0 343.0 4 030 307.0 204.0 175.0 92.0 

中国，その他の消費国については概数さえ入手できない。

上表の如く絹の生産需要は増加の傾向である。誰かが生産せねばならぬ。

今日東南アジアの熱帯地方では人口が多く ，国民に生業を与える必要があり ，他面，桑の発育

は良好であるので工夫研究をすれば養蚕の関係は可能である。現在生糸生産国とされていない

インドネンア ，パラグアイ ，その他熱帯国で養蚕の開発を希望していると聞く 。

（お断り ）

私は I9 5 7年よ りピルマのマンダレー 大学腹学部の養蚕科教授（役務賠償） として 20 

ヶ月勤務し，南ペ トナムに米国の国際協力局の技術者及び日本の コロンポ計画技術者として

3年半 ，イ ンドネンアに同じくコロ ンポ計画技術者として 2年勤務 し， l9 6 7年 8月まで

実質満 7ケ年間熱帯養蚕開発に従事した。概に最後の勤務より 5ケ年を経ておるがピルマ ，

南ベト ナム等は彼地の知人よりの通知により， イン ドネンアについては本年 6月我国の養蚕

行政長官（林野庁長官）一行の話より， 私の勤務当時と変らぬ蚕糸状態を聞き， 又インド，

タイ， プラジル等に就いては種々の印刷物により 一応の知見を集めました。

ここに，熱帯養蚕につきピルマ，南ベトナム ，インドネンア，イ ンド，タイ，プラ ジ）レ ，

等を主要対象国としてその概要をお話し ，話題を提供する。どうかその意味で批判して頂き

度いと存じます。

．
 

． 

-5 4 -



I.ピルマ の蚕糸業

ビルマにはカチン州，ンャン州 ，チンドウン，レーウェ地方に昔から原始的の養蚕があった。

今から約 60年前インド人がメンョウ地方へ米て捉蚕を始めた。その時植えられた桑が立木

として今日残っている。立木仕立にした処から見るとイソドのカンミー）レ地方から来たものと

考えられる。併しその養蚕は進展しなかった。

I 9 5 3年日本の賠償金で旋蚕業の哨発が計画せられ狩野氏が始めて赴任し桑園を開没した。

始めMaymyoに旋蚕講習所が設けられたが I9 5 6年Manda I ay大学（当時Rangoon大学）

の閑学部へ養蚕学科が設けられ，中田博士が教授として赴任した。中田博士は不幸に 4ケ月で・病死され， I9 5 7年私が後任として行った。

昔からピルマにあった養蚕は極めて原始的のもので小さい竹製の箱で少口飼育し，竹製の

で上族せしめ，繭をば座繰りとして生糸を作った。 ピルマの衣服は男女ともロンジーと云うも

のを行用するが，礼式の場合是非絹裂のものを欲しいのである。絹鳴りの音が珍重せられる。

始めピルマ政府の養蚕0月発計画は大要次の如きものであった，Rangoon政府工業局内に

S1 lk project Implementation Anbboardを設け，各地に政府直営の従蚕所（桑園は

大体 lケ所 2,00 0エーカー）を設け，各養蚕所の近くに民間蓑蚕組合を作らせて繭を生産せ

しめ，その繭を政府で買い上げて製糸する。

0政府直営の養蚕所は次の各地にあるっ

．
 

Maymyo 

My i tky Ina 

Bhamo 

Loikan 

Tau ngdw1 ngy 1 

o民間養蚕組合は夫々の養蚕所を中心として作られたがMyitkyinaの例をとれば次の如き

組合があった。

Garayan養蚕組合

Washaung • 

Donpayang • 

Manayang 

Kyaunghayan • 
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Tanpe養蚕組合

Sin-po " 

Fa lam • 

0製糸工業関係

MaymyoのAnisakan に片倉式の多条機工場で 10 4釜のものがある。附属乾繭機も

ある。

My i tk yi naの乾繭所 1日工程 6,000ポンド生繭処理可能

Loikanの乾繭所 1日工程8,000ポンド生繭処理可能

o製糸工場の所要原料繭

年間乾繭 I2万ポンド

I 9 5 8年に於ける開発進展程度

O桑園面積

政府直営 6 5 7ェーカー

妾蚕組合 3 0 5エーカー
合計 9 6 2エーカー

桑園は根刈仕立なるが雑草多く栽培に困難した。野桑としてナガミ桑 (Mor n s La e v 1― 

ga ta W.) が原始林中にある。又Maymy o, Kn t k a i等には印度式に埴付けられて自然

の立木の状態に育ったものが多数あった。

o収繭はは乾繭として 7,2 0 1ポンドあるのみ。

原料繭の不足分を日本より輸入した。殆ど大部分の原料繭を日本より輸入したので高価で

ある。

o蚕種

当時ピ）レマで蚕種製造技術が充分でなく，日本より輸入した。

I 9 5 9年分の蚕種輸入位は I0, 0 7 0 gである。

0 ピルマ人は労働を卑しむ国民で政府蓑蚕所でも役人は全然手を下さない。栽桑，飼育を労

慟者に任せきりである。従って開発が予定の如く進展せず，軍部のクーデター以来養蚕開

発の中止を命ぜられた (I9 5 8年末） 。

ピルマの気候

ピルマは 5月～ I0月上旬まで雨期で I0月中旬より翌年 5月始め迄乾期 （全く降雨はない ）

である。雨は緊雨形で長時間に亘り降ることはないから雨期に養蚕が可能である。

平坦地は一般に高温であるが I0月から翌年 3月頃迄は養蚕に適する。インドのWest
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Bengal地方の平坦地と同様である。

高原冷涼地は 1月には多少降霜があり養蚕は出来ないが 3月頃から II月頃迄は極めて好適

な気候である。

ピルマに測候所がないので私が測定した外温を示せば次の如くであった。

．
 

Mand a I ay (平坦地） Maymyo（冷涼地）

最 低 最 尚 最 低 最 高

1 9 5 8年 1月 1 o. 5℃ 2 8. 3℃ 

2月 1 l. I 3 2. 8 

3月 l 7. 2 3 7. 8 

4月 2 1. 1 4 2 2 

5月 2 4.4 4 o. 0 

6月（前半） 2 5. 5 4 0. 6 C 6月後半） I 8 9℃ 2 7. 8℃ 

7月 1 9.4 2 9. 4 

8月 I 7.8 2 9.4 

9月 l 7. 2 2 9. 4 

I 0月（後半） I 8. 9 3 2 8 (I 0月前半） 1 5 6 2 8. 9 

1 I月 1 5. 6 3 l. 7 

I 2月 I 0. 0 2 8. 9 

結論としてピルマでは気候，土地の広さ等から見れば菱蚕開発は充分に見込みがある。併し

国民が労働を卑しむので発展しない。

（勝又藤夫 ：ビルマの蚕糸業（日本絹業協会発行 ，海外生糸市場報告9I号に詳細報告あり ）． II.南ペトナムの蚕糸業
南ペトナムでは凡そ 12 0 0年も昔から養蚕が行なわれたという。併しフランス領有時代まで

では全く原始的佳蚕であった。即ち養蚕は広南省の平坦部やタソチョウ中心のメコンデルタ地

方で行われたもので ，フランス人は冷涼な中部高原地帯（プラオ ，ダラット， コンツ ム， プレ

イク等） では養蚕は出来ないと決めていた。（ 私がプラオ高原に蚕種製造所を作らせベ トナム

X日本或はアフガン X日本の改良した一代雑種を奨励した初期は I9 5 9年頃であるがフラソ

ス人は非常に反対した）。又桑園や蚕種の改良等を全くしないでBae-May-Mocの如く 強いが，

繭の劣等蚕品種を飼育せしめ微粒子病の防除等も行わず ，全くの放任主義であ った。サイゴン
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に政府閑務局の養蚕試験所（戟員 2名），広南省キラムに広南省の袋蚕試験場（職員 3名）が

あり，後者は微粒子病検査をして病峨の産下した卵を除いて養蚕家に配付していた。

製糸工場はフランス人所有のものが広南省に 1工場あったとしてその跡が残っていた。

今から 60~7 0年前には南ベトナムの生糸生産額は I5 0トンであった。（ 中部の広南省

1 0 0トン，メコンデルタのAn-Giang省 (TanChanが中心地） 50トン位の生産額で，

サイゴン港の対岸にも桑園があったと云われる。）

◎ I 9 6 0年頃の状態

桑園面積90 0ヘクター

中部60 0ヘクター

南部30 0ヘクター（内fanChau約20 0ヘクター）

生糸生産額 30トン

絹織機台数（手動式） 32 0台

タンチョー 2 5 0台

サイゴン附近 5 0台

中部広南省 2 0台

生糸消費鼠 l O 2トン （内輸入 70トン位）

◎ 技術的関係事項

〇 桑園関係

(1) 土攘

河川の流域（広南省のチュポン河の流域，大録等が養蚕の中心地） （南部のタンチ

ョウを中心とした，メコン河の流域）の土壌は沖積土で毎年 1~2回の洪水あり極め

． 

て肥沃の良質土壌である。 ● 

中部高原地帯は原生上痕で表面に土漿あり心部に礫のある良好の土壌である。

(2)肥料

河川の流域地帯には毎年 1~ 2回の洪水あり ，従って特別に施肥しない。飼育中蚕

薬等を施す程度である。

高原冷涼地帯の桑園については施肥の必要あるが末だ充分の調査がない。只牛英等

の有機物の施与は相当に有効なことが知られている。

(3) 桑の種類

南ベトナムには黒桑（ Daubau Den l,白桑（ Dau bau Trang),ザラザラ桑
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(Dau duu i)木の桑（ DauCay)等が主なものである。

その中，黒桑は中部，北部に多く ，葉が厚く蚕の発育がよい。白桑は葉が薄い。南

部では葉が厚いと蚕座が多湿となると鎌う習慣があるので黒桑は好まれない。併し中

部，北部ではその様な習慣がない。

ザラザラ桑は旱江：や水害に強いことが特徴である。木の桑はナガミグワで山林中等

に 木として発育し又山地の養蚕家は立通し仕立とする。けれども立通し仕立 とする

と葉は小形となり且つ収穫に不便である。

(4) 桑の繁殖，碩木

農務局の桑苗圃へ行って見ると 3立の桑が繁茂しておる。農家の希望があれば此の

条を伐採して与える。

農家では此の桑条を 20~3 0センチに切って挿木をする。挿木をする場合には桑

園に各株を作るため 1ケ所へ 3本～ 4本宛挿す。熱帯桑の条は発根が極めて良好であ

るから雨期に挿木すれば完全に活着する。挿木後 4~5ヶ月して 1米位に新梢が成育

するので収穫が出来る。

河川の流域の土壌の良好な処では挿穂を I0センチ位に切って挿条する。丁度日本

で麦播をする様な方法である。 DanCayは山間地方に多いが ，立通し仕立である。

(5) 位立法

普通は根刈である。広南地方ではトウモロコンや陸稲と混作にする桑園も多く見か

けた。広南省のチュポン河の流域では日本の桑園よりも立派なものが広く見られた。

(6) 収穫法

かき取り収葉である為傷が出来て芽枯病等に犯される場合が多い。

伐採収穫或は稚蚕用全芽育成等は見られない。

桑条の伐採更新をば大体 II月末頃から I2月頃に行い正月休みをして翌年 2月頃

から養蚕を始める。

（7) 桑の病虫ヒ

白渋病

白紋羽病 （lケ所に見た）

白絹病

赤渋病（赤錯病？）

(Aecidinm病）

クワガイガラムン

クワコナカイガラムン（東南アジア全般に多い）

ツノロームン

スキムン（桑のメイ蛾）
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〇蚕関係

(I) 蚕の品種

Bae - May - Moc として極めて強健の黄繭噸が一般的である。

Bae - May -Mocの性質を示す試検例一飼育条件が良好で日本種（秋花 X銀嶺）

も良成績を示したが繭質に大差あった。 I 9 6 0年 6月t:!laoで飼育した。

飼育平均温度

l令

2 8.3℃ 

（第 1表）

2令

2 8. 3 

3令

2 7. 2 

4令

2 6. 1 

5令

2 5. 5 

4令起蚕に 4令起蚕 l 4令起桑 l
単繭重 繭層重

経過日数 万頭当り上 万頭当り上 砒雄平均） 侮雄平均）
対する健蛹 繭は~) 繭鼠（重量）

日時 ％ 旺； 瓦 垣
日 本種 2 3. 7 9 7. 4 9. 2 3 5 I 6. 7 6 0 1. 9 0 3 3 9. 2 

ベトナム種 2 5. 2 2 9 7. 7 9. 7 2 0 7. 4 2 5 0. 8 0 6 9. 4 

繭層歩合
繭条長 繭糸は 繭糸哉度

僅雄平均）

本種
％ 米 垣 2デ.ニー3ル’7 

日 2 0. 5 4 1, 2 4 5 3 2. 7 6 

ペトナム種 I 1. 6 6 2 9 1 5 2 2 1. 6 0 

序ながら此の試験で明かな様に 81aoの様な高原冷涼地（海抜 75 0米位）では日

本種の様な優良品種の飼育が容易である。 （但し日本式の飼育法でベトナム人が飼育

した場合のこと）ペトナ ム式の飼育法では日本種は飼育出来なかった。

(2) 蚕種製造

養蚕家自ら蚕種を製造 し， 微粒子病の検査をしない。従って蚕は時に他の品種と混

ずることあり又微粒子病に罹って居り， その卵より出た蚕が不作することが多いっ

又人工ふ化法も行われないので多化性の劣等品種のみ詞育される。

(3) 飼育時期

桑を II月～ I2月に伐採し正月の休みをして 2月頃から養蚕を始める。

9月は雨は最も多く飼育困難であるので 2月～8月の間に I0~I 2回飼育する。

I 0月か ら1月に飼育するのは種継ぎ用の種繭をとるためである。

．
 

． 
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繭は乾燥することなく生繭で直接 繭 ．繰糸するので 1時に多駄の繭を収穫しても，

上 後 10日で発峨し繰糸用繭とならぬ関係で，飼育回数を増し 1回の飼育はを少くす

る様に計画してある。

(4) 飼育法

竹で編んだ丸籠で棚飼いとする。飼育籠は大小種々で直径 l米位のものから直径 2米

位のものもある。大きい籠は日本の様に棚から引き出したりしないで棚に乗せたまヽ回

転して給桑や除沙をする。除沙網がないので全部蚕座の上層部と蚕児とを巻いて手で除

沙する。ベトナム養蚕家の固育法は極め給桑駄が少い。

平坦部では多化性蚕姐の寄生があるので蚕箔に蚊帳をかける。中部高原で私の行った

頃には蚕 の寄生は無く ，従って蚕箔に蚊帖をかける必要はなかった。

(5) 上族

桑条の乾いたもの，ランという木の枝（日本の萩の様な灌木）の乾いたもので畳の床

の緩くゆわへた様なもの（約 2米平方）を作り，それに細い木の丸太を 2~3本 とし

又足とする。此の二枚を互に立てかけて組合せ支柱（足の部分）で支えて屋外の日光の

直射下におく。熟蚕を放つと岩いので蚕は急いで木の枝の閤に入り営繭を始める。殆ど

の蚕が木の技の間に入った時此の俣を室内へ移し，族の下に炭火を入れ ，時には朕上に

毛布をかけたりして営繭を急がせる。

上族3日目に繭内の蚕が化蛹するかしない頃収繭をして繰糸に供用する。

(6) 蚕病

微粒子病・・・・・・一般養蚕家の場合 40％は罹病している。

軟化病・・・・・極端な給桑不足の為軟化病が出ると考えられる。ベトナム種の場合軟化

病は 4眠時或は 5令 1日目頃発生する。

日本種の場合は 5令 5日目頃発生する（日本の場合と同様である。 ）ペ

トナム人に日本種を与えて飼育せしめ 5令 2日目頃軟化病が発生しない

と彼等はその蚕は無事に上板すると云うが，それが 5令末期に軟化病で

全滅した湯合が数度あった。軟化病がウイ）レス性のものが否か研究が出

来ていない。

姐の寄生 ・ ・・•多化性蚕 の寄生による もので平坦地では最も困る害虫である。

膿 病・・・・・・日本種及び日本種 Xベトナム 1代雑種には中腸型膿病もある。

此等の病気については尚研究を要し飼育法との関係をも研究する必要がある。

-n I -



〇 繰糸関係

(!) 座繰である。全部生繭から繰糸する。上族後 I0日位で発峨するからそれまでに繰糸

を完了せねばならない。

(2) 費繭索緒：繭を鍋で霙て，繭から緒糸を引き出す。此の索緒の際屑糸は手でより合せ

太い荒い糸を作る。此の荒い糸で魚網などを織る。

索緒を終った繭は旅に入れて繰糸人へ渡す。

(3) 繰糸機は座繰器であるがその集緒に当っては繰糸人の感で繭糸何本を集めて 20~  

2 2デニー Iレ（標準の生糸の太さ）の生糸が出来るかを決める。実に驚くべき感覚を持

ちよく標準の太さの生糸を作る。渠緒する前に節を除く為に二重の装置があるっ即ち第

1回は円い武力板の周縁に凹欠刻がありその部を通って繭から繰られる糸の大節は除か

れる。次に此の糸は集緒器のボタンの下で回転している自動接緒器の作用で必要本数だ

け集められて集緒器のポタンを通過するので第 2回の節が除かれる。接緒作葉は長い竹

奢で簡単に行われる。集緒器のボタンの孔を通過した糸はケンネルでよりをかけられて

約1.8米先の糸枠へ巻かれる。此の糸枠を廻しておるのは大抵 l4 ~ 5オの男子である。

繰糸の時此の大枠へ巻かれるまでに生糸は乾燥しないので枠角固行が出来る。

(4) 大抵 2緒を受持って繰糸する。即ち奨繭索緒する人，繰糸する人，枠を廻す人の 3人

が 1組で 1日生糸 45 0瓦位製造する。

生糸（本糸） 2耽，荒糸 I/if;の割合で， Bae-May -Mocの生繭 I5妊から本糸 l

旺が出来る（即ち生糸旦歩合は6.6％位である）。

(5) Bae -May -Mocの原料繭の場合繰糸人 1名は 2緒を受持つか私の改良したペトナ

ム種 X 日本種或はアフガン種 X 日本種の原料繭の場合は繰糸人）名で 5緒ー 6緒を受持

つことが出来る。之は 1ケの繭の糸長が長くなり，繭糸織度も太くなるので添緒の糸数 ・

．
 

が少＜且つ添緒の回数が著しく少くなるからである。

◎ 改良した問題点

ベトナム蚕糸業の現状は大体以上の如きものであった。私が改良した問題点は次の如き事

柄であった。

(l) 蚕品種の改良

(3) 飼育法の改良

(2) 蚕種製造法の改良と微粒子病の防除

(4) 桑樹伐採法

改良すぺきことは無限であるが最初に着手した項目は以上に過ぎない。
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〇 蚕品種の改良

既に述ぺた如く南ベトナムで一般に飼育されているMac-May -Moc は強健である が

糸が極めて少い。そこで私が考えたのは此の強い性質と日本種の糸の多い優良性質とを一

代雑種によって同一蚕児に保有させようというのである。

(I) 日本の夏秋蚕種で強いとされた日 lI 2 X支 11 0をとりよせて広南省のKylam 養

蚕所で飼育してもらったが余りよい成績ではなかった。

(2) 此の日本種とベトナム種 （以下ペトナム種はBac-May -Mocである）の一代雑種

を作り，私の所属したHandicraftDenelopment Center の局長Duoc氏と共に

広南省の奥地ケソン(Que Son)へ行き腹家に説明して蚕種を無料配付した。その成

績が非常に良く戯民から喜ばれた。

(3) 一代雑種を製造するのに親の一方となる日本種の飼育が平坦部では良成絞を得られな

いのでBlao(Sa1gonより東北 18 6キロの高原で海抜約 75 0米）を適地と思い，

局長と共に度々 131a oへ行って直路沿いに 20ヘクタールの原始林（裏に河があり人工

ふ化に便）を開墾し蚕種製造所を造った。

此の 131aoを探す時は此の地に北の共産側から逃れて来た Sonさんという養蚕家を頼

って行き，暫く Sonさんの蚕を手伝い，近くの民家の空いた家を借りて自ら飼育して

81 aoでは日本種の飼育が出来ることを確めたのである。即ち Blanの気候は暑い時で

も日本の 9月頃の気温である。

平坦部で日本種の飼育が困難なことを示す試検例

（第 2表） 1 9 6 0年 10月28日掃立 ，11月 17日上 ．Saigon 

．
 

4令起蚕 l 4令起蚕 4令起蚕
経過日数 万頭当り 1万頭当り 1万頭当り 単繭重 繭層直

健蛹歩 合 上繭数 上繭収薩

アフガン X 日本 19日.20時 9.4 ％ 4 9.4 4 3 l k2g .6 4 1g . 4 4 2器。

日本 Xベトナム 1 9.2 0 9 4.-1 9.4 4 0 12.6 2 1.3 9 2 4.0 0 

日 本 種 2 l. 3 4 9.2 4.9 2 0 7.5 0 1.6 7 3 3.7 5 

繭層歩合 繭糸長 繭糸凪 繭糸績度

'b 
8 6 2 米 2 oc§g 2デ.ニIー9Jレ 備 考

アフガン X 日本 I 8. 0 

日本 xペトナム I 7. 2 792 I 9.3 3 2. I 9 飼育温度
最低最高

日' 本 種 2 0 2 I, I 6 0 2986 2. 3 I 267℃ 3 0.6℃ 
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(4) 8 I a oで日本種を飼育する場合でも私共が日本式の飼育法で行えば立派に成功するが

蚕種をSonさんに渡して Sooさんの飼育に任した時は失敗であった。ところが日本種を

私共が 3令迄飼育し 3眠蚕をSonさんに渡せば成績がよかった。又日本xペトナムー代

雑種の蚕種なら掃立以来Sonさんが飼育しても成功したのである。

〇 蚕種製造法の改良と微粒子病の防除

一代雑種の蚕は強健で発育が揃い繭が優良で且つ揃うという特色があるので日本の糸繭

用の蚕種は全部一代雑種である。南ペトナムでは高原の冷涼地で日本の改良種の飼育が出

来るから，高原地帯では日本の一代雑種をそのまま飼育すればよいが平坦地は高温で冬期

を除いては日本種の飼育が困難である。しかし日本xペトナムの一代雑種なる平坦地で年

間飼育が出来る。そこで一代雑種を製造することにした。

(1) 始めベ トナム X日本の一代雑種を作った。

此の一代雑種はペトナムの純粋種と同じ位に強健であり，繭糸長も 60 0米位で，生

糸量歩合は I2％位となって養蚕家に喜ばれた。（ペトナム種は繭糸長 25 0米位，生

糸且歩合 6.6％位である。）

併し乍ら生糸が黄色であるので政府では白繭種の優良なものを要求した。

(2) アフガンX日本の一代雑種を作った。

ベトナム X日本の代りにアフガ‘ノ X日本の一代雑種を作った。

アフガン種は政府でアフガニスタン国から取り寄せてくれた白繭の多化性種である。

併し乍ら此のアフガン X 日本はペトナム X 日本に比ぺて繭は優良であるが虫が弱い。

Qne Son村に於ける比較試検（悪条件にての試験）蚕種を 2ヶ月冷蔵した。 （比較

試験の準備に時間を要したためである。）

飼育温度 l令 2令 3令 4令 5令

最低 2 0℃ 2 0℃ 2 3℃ 2 5℃ 2 5℃ 

最高 2 5 2 6 2 8 2 8 3 I 
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（第 3表） 1 9 6 0年 3月施行

．
 

4令起蚕に 4令起蚕 l
経過日数 対する健蛹 万頭当り上 繭 重 繭 層重 繭層歩合

歩 合 繭 収量

2 3. 日I8 時
％ キロ 瓦

0. 瓦-2 0 1 5％ . 5 ベトナム X日本 69 1 8 6 1 2 8 5 

アフガン X日本 2 3. 1 8 5 9 I 6. 8 8 1 3 6 5 0. 3 3 1 6. 8 

ペ 卜 ナ ム 2 6 1 8 70. 8 4 58 0. 78 0 0. 0 9 5 I 2 1 

ア フ ガ ン 24 2 0 5 3 0 4. 1 3 0. 7 8 0 0. 1 3 0 1 6. 6 

繭糸長 繭糸量 繭糸苺度

648 米 1 5垣. 1 0 
デニール

ベトナム X日本 2. 0 9 

アフガン X 日本 6 5 4 I 7. 6 6 2. 4 2 

ベ 卜 ナ ム 2 4 6 4 3 3 1 5 7 

ア フ ガ ン‘ 3 7 6 7 4 7 l. 7 8 

．
 

(3) アフガン X 日本一代雑種の改良

アフガン X 日本の一代雑種を強健性のものに改良する必要が生じた。そこでベトナム

Xアフガンの交雑種を作り雑種第 2代目に白繭が分離されるのでその白繭の中で強健性

の系統を選ひ•，新たにアフガン種として日本種との一代雑種を作った。

その結果の一例は概に第 2表で明かなる如くサイゴン市の様に平坦地でベトナム X 日

本とアフガン X日本の両一代雑種の間に強さに於て差がないが繭質に於てはアフガン X

日本の方が勝る。

（余談になるが此の様に一代雑種を作り BIasの養蚕所から発売したので養蚕家に喜ば

れ，蚕種の 1部はカンポジィヤにまでも売られた。日本経済新聞（ 19 6 7年 5月）及

毎日新聞（ 19 6 9年 12月）に報ぜられたのは以上の事実によるものである。勿論蚕

品種の改良は無限に続けらるべきものであり，然も自然状態によって左右されるから現

地に於て仕事を進めねばならぬ。私の仕事は僅かに緒についたに過ぎない。）

(4) 蚕種は桓製とした。

東南アジアの熱帯地方の蚕には微粒子病が多い。ベトナムでもインドネンアでも平均

4 0％の母峨は微粒子病に罹っていた。そこで病栽の産んだ卵を除く為に蚕種を全部桓

製にした。

原蚕の微粒子病を除く作業には非常な困難があった。ベトナムの養蚕部落では完全に
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此の病気を除くことが出来なかった。それは普通糸繭養蚕家から家蠅などによって伝っ

て来るためと考えられる。養蚕部落から 4粁も離れた新開地へ移り，厳重に母峨検査を

して罹病卵を除いた蚕種を飼育して遂に目的を達成した。 此の ことはジャワでも同様で

あった。

(5) 蚕種の人工ふ化及冷蔵による発生抑制

日本種とベトナム種或はアフガン種の一ィt雑種の製造に当っては不越年種の冷蔵と越

年種の人工ふ化を指導した。

不越年種の冷蔵は産下後 2~3日目の頃 3~ 5℃に保護して 60日位までは殆ど害を

認めないことを確めた。

産卵台紙にはセメント包の紙を清楔に拭って使用した。

〇 飼育法の改良

(1) 覆蓋育をすすめ，薄飼いとして飽食を計る。

蚕箔は角形にするのが能率的であることを話し，覆蓋育をすすめた。バラフィン紙が

ないので新聞紙或はセメント包紙等を用いた。

覆蓋育により蚕に充分食桑せしめる様に努めたが同時に薄飼として飽食せしめた。

(2) 地帯別に採用する蚕品種を決める。

高原地方の冷涼地帯には日本種或はアフガン X日本の一代雑種を飼育せ ーめ，平坦部

の高温地帯にはベトナム種或はベトナム X 日本の一代雑種或はアフガン X 日本の一代雑

種をすすめた。平坦地でも冬期には日本種の飼育が出来る。

〇 桑条の伐採時期

ペトナムでは 11月， 12月頃桑条を伐採する習慣で夏秋期には只摘葉するだけである。

併し夏秋期でも条を伐採して新梢を発生せしむれば良桑が得られる。

(IJ 平坦地では蚕の発生前2ヶ月頃伐採すればよい。

(2) 高原冷涼地では蚕の飼育前 3ヶ月頃伐採するがよい，

(3) 山地のDanCayの 木の場合も蚕の飼育前 3ヶ月頃伐採すればよい。

(4) 雑蚕用桑の全芽喬成

ピルマで経験したことであるが熱帯では桑条を摘芯した場合，条の先端部の芽だけが

伸長する。それ故摘葉摘芯した条を横に倒して隣りの株の条と結びつけておくと下部ま

で発芽する。芽が少しく伸びた頃結び縄を解いて放つと全芽育成が出来る。

．
 

． 
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◎ 技術援助の効果

（］） 戦争のために南ベトナムの蓑蚕の本場である広南省(QuangNam)では養蚕も行うこ

とが出来ないと聞く。

(2) 南部のメコン河デルタ地帯での養蚕については日本経済新聞（昭和 4 2年 5月）と毎日

新聞（昭和 44年 I2月6日）に報ぜられた様に相当の効果があった。

日本経済新聞の酒井記者の報告ではタンチョウでは桑園面積が I9 6 I年 20 0ヘクタ

ーないしが I9 6 7年 80 0ヘクターになった。

アフガン X日本或はペトナム X日本の一代雑種が非常に喜ばれている。

(3J キリスト教の神父さんが従蚕セすすめ ，ユヘ市附近に養蚕所を設置した (l9 6 7年頃）

と聞く。

(4) メコンデルタの脳民はBlaoの養蚕所まで一代雑種の蚕種を買いに行く。代表者が行っ

て多くの人の所要塁を買って帰るがその蚕種はメコン河を渡ってカンポジャまでも飼育さ

れるという。

（蚕品種の改良により優良なるものが出来ること。蚕種製造法の改良により優良一代雑種

が出来且つ微粒子病の検査が出来て無毒蚕種を得られ，養蚕の改良が相当進展するが，他

面飼育法の改良，桑園の管理等の改良は指導員の養成から召手せねばならぬので容易でな

い。此の方面の改良は南ペトナムで殆ど進んでおらない。）

南ベトナム蚕糸開発に就いての私の報告は次の如きである。

⑪ Ka ts uma ta, F • (1 960) : Technical report on developing Vietnamese 

ser 1cul ture No, I 

．
 

~ Katsumata, F-(1963): Technical report on developing Vietnamese 

ser1culture No-2 

③ Katsumata, F, (1963): Wild silkworms in Vietnam and their u 

u ti I i t y 

④ 勝又藤夫（ 19 6 9) :ペトナムにおける産蚕指導 海外技術協力（雑誌） 19 6 9 

年 8月号
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IlI.インドネシア（主にJava島）の蚕糸業

インドネンアでは I8世紀頃から原始的養蚕が行われていたという。 Sumatraの Atj eh 

や Palernbang,西部JavaのGarutやMadJelengka,中部Javaの Salaや Diember 

はインドネツア養蚕の発祥地であり Makassarは絹織物業の中心地である。

Javaの養蚕で日本に有名なのは I9 2 3~I 9 2 5年頃大谷光瑞師がGarntで菱蚕を試

み，松本氏がSumatraの TinrnpBenknlu で養蚕を試み （之は後で片倉の小山氏に引謎

がれた），根本氏が中部Javaの SalaのWonogiriで蚕を飼育し織物まで作ってJogJ a-

kart aで展示会を開いた。又 I9 3 2年頃宮地寛道氏がSulawesiの Menadsで養蚕を試

みた。此等の試みは何れも政策的立場から日本政府により阻止されたとのことである，

インドネンア各地にはクロミグワ (Mor n s N i g r a L.)がオランダ人により植えられその

果実をジャムの原料とした。

第 2次世界大戦中日本軍は西部ジャワのSumedangの Tjimalaka及びGarntの

Wanaradjaでインドネンア青年に養蚕を教えた。此の時は家蚕とエリ蚕をとりあげた。

日本が戦争に敗れてからはインドネツア全国民の努力はオランダ植民政府よりの独立をかち

とることに向けられ，蚕糸業振興の気運もおとろえた。

改良された養蚕がJava島へ導入されたのはBandungのM.r.W, Kaoh を中心として 3

人の日本人によって始められた。 I9 5 3年5月である，即ち石居氏，小山氏，内藤氏である。

此の仕事は翌年内藤氏により Kosasih氏（ Bandung在住者， I9 6 6年死去）の協力の下

にTjisarua に移された。又 I9 6 I年Ackub氏（Sukabum1 の在住者）， Machdar

氏 (Garut の人）の協力を褐るに至り進められた。

インドネンア民間人養蚕協会(lS RI)が結成され第 1回総会がBandungで開かれた

のが I9 6 1年であり，第2回は I9 6 2年Makassar で，第 3回は 19 6 4年Bogorで，

第 4回はJogjakartaで開かれ以後続いている。

又此の頃より科学者により蚕糸研究が始められBogor の嬰科大学Bandungの PadJad-

．
 

． 
J a ran u n I ve rs I t yの Technological institnte, JogJakartaの Gad」ah

Mada大学，北Sumatra大学等に於ける研究開始である。

蚕糸行政については林業省のSeudjarwo大臣（現在は林業省は楼林省に包含されて林野守

となり，林野庁長官）の管掌するところでSukabumiの Acknb氏とJogpkartaの

Gadjah Mada大学林学部長 Sudarwono博士が顧問である。政府の Nat i on a I Si I k 
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Boa rdにはDrs-SujatmanがViceCh a i rma nとして実務を掌っている。

他方復員軍人省ではBogorの Tji awiに製糸工場，絹織物工場，染色仕上げ工場を持ち，

附属桑園はBogorの Pasi r Angi n及びSuka bum i (こ約 80 0ヘクタールの桑園予定地を

持ち，蚕種製造から絹織物迄の開発を計画している。

民間工業局ではBandungの結維試験場を中心にLembangに蚕種試験場を持ち蚕種の改良

から絹哉物までの開発を計っている。

私が日本のColombo計画技術者としてJava蚕糸業改良を計る為に派遣されたのは 19 6 5 

年 8月から満 2ケ年間であり，設備の都合で大部分はBogorのTiiawi の蚕種投造所にあ

ったがJojjakarta, Lembangにも数ヶ月宛滞在した。私の仕事としては次の如き事柄を． 扱った。

． 

桑園（桑園予定地）の土堰検定

桑園の肥料の標準趾の計勾，決定

土性改良に緑肥及び石灰施用の必要指導

Javaの桑園に特に燐酪及び加里肥料の必要性の指弓

桑の種類の決定並に優良桑種類の見込み選定

桑の害虫の対策

蚕品種の改良

蚕種製造法 (1代雑種裂造法）と微粒子病除去

飼育法の改良 特に稚蚕飼育に注意

◎ I 9 6 6年頃のJava島の蚕糸業関係施設の概要

私は l9 6 5年 8月から l9 6 7年 8月迄JavaにてCoI ombo計画技術者として蚕糸業

の開発に従事した。本年6月Sendjarwo長官の来日された時の話では養蚕業はSuI awes 1 

に開発されつつありと聞く。

I 9 6 6年頃のJava蚕糸業の点要は次の如くであった。

〇桑園面潰

インドネンア民閤人養蚕協会（ Jogjakarta開催）で報告された桑園面積は次の如く

であった。

西部ジャワ

中部ジャワ

1, 5 9 2ヘクター

1. 9 6 5 
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Jogjakarta特別区

東部ジャワ

計

(Jogjakartaの GunungKidnl には桑園予定地 6.0 0 0ヘクターありその中 4,0J 0 

ヘクターが植付けられたとも聞いた。）

1ヘクターの桑園より桑葉 5トンを収穫するとして 5,8 5 7ヘクターで 29. 2 8 5トン

を得られる。生繭 lk9に桑葉 20 Kr;を要するとせば大体 1,46 4トンの生繭の生産が出来

ることになる。

OTj i awiの裂糸，織物工場の規模

復員軍人大臣Sarnb as少将の決意により建設が計画されたのは I9 6 3年である。その

後Sambas少将は）レーマニア大使に転出し後任の大臣Sarbini中将により I9 6 6年 8

月完成した。

(1) 繰糸工場はプリンス自動繰糸機60 0緒で乾繭機（大和三光式），費繭磯（千葉式）

は繰糸機の規模に準じたものである。再繰機，仕上機及び副蚕処理磯を全部設置した。

(2) 生糸生産目標並びに所要原料繭紐（年閻数量）

生糸生産額 原料繭（生繭）

1日8時間運転の場合 55トン 365トン

1日8時間宛 2回運転の場合 1 1 0トン 730トン

(3) 所要桑園面積

I ha.の桑園の年間収葉駄 5トンとし繭 lトン生産に要する桑葉鼠20トンとすれば

桑園面積 1,4 6 0 ha.を要する。

(4) 所要蚕種

交雑種 l蛾の産下卵で大体40 0瓦の生繭を得られる，（之はTiiawiに於ける私の

経験江よる）生繭36 5トンを生産するには 9I 2. 5 0 0峨の産下卵を要する。

若し一般養蚕家の飼育法が悪く 1蛾の卵で 30 0瓦の涵を生産するとすれば 1,2I 6,7 0 0 

蛾の卵を要する。

Jogjakarta, Mal ang及びMakassarに建設予定の工場，私の在任中上記 3ケ所

へ送らるると云われた繰糸工場の機械は各々プリンス自動繰糸機が80緒で，それに相

当する乾繭磯責繭機再繰上機及び副蚕処理機であった。

-7 0 -
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(5) TJ i awi工場の関連施設

製糸関係の施設の他に工場構内に 3ha．の桑園， PasirAngin及びTJ1engang

に約 80 0 ha-の桑園予定地，絹敵機（動力織機） 10 0台並に染色，仕上げ工場を連

結して没置した。（私の在任当時桑園の植付が完了せず原料繭の生産が出来ないため，

日本よりナイロン原糸を輸入して織物を生産した。）

．
 

．
 

◎ ジャワ品の桑園の現状とその改良

1.土壌

西部ジャワの桑園並に桑園稼定地について土性調査をした。

此等地方は全く火山灰土である。 28地区凋査しLaterite 土嗅 23, Re nd z I n a 

土痩2,Ando土壌（クロボク） 3に分かれた。

(l) ラテライト土嗅—熱帯地方の高温多湿により土嗅の分解，溶脱が進み鉄とア）レミナの

化合物が多く，赤色或は渇色を呈するのは酸化鉄の色である。此の土磯は極めて酸性が

強く(pH4. 0位），有効燐緩，加里は著しく欠乏し，燐俵の吸収力が強い（吸収係数

2,0 0 0位），置換性石灰は比較的多い。窒素は欠乏する。

(2) Rend z i n 辺）土嗅—深土に石灰岩を保有し，中性乃至微アルカリ性である。有効燐緩

は欠乏し，燐懐吸収力は弱いもの（吸収係数 50 0)強いもの（吸収係数 1,5 0 0)あ

り，有効加里は欠乏し，置換性石灰は豊富であり，窒索の含屈は普通の程度であった。

(3) Ando 土嗅—クロボク土壌である。酪性は強い(pH. 4. 6)或は弱い(pH-6. 3位）

のものあり，有効燐崚は乏しきもの普通のものあり，燐竣吸収力は弱いものから強いも

のまであり ，有効加里は普通乃至欠乏し，置換性石灰は比較的多く ，窒素は普通乃至梢

々欠乏する。

此等の土痩の中特に西部Javaに多い火山灰を基本材料とする。ラテライト土護の場合

土嘆組織は単粒構造であり乾期：こは圧縮された様なf青態を呈し，有機物は極端に乏しい様

に見受けられる。

2. 肥料

肥料の標準施与量を決定するには色々な事柄を計算の基礎におかねばならぬ。

(I) 把糾三要素の天然供給

日本の場合 lヘクター当り平均値で 窒素 7 1. 2 5 K9 (I年間）

燐酪 2 2. 5 0 

-7 l -



加里 7 5. 0 0 Kr; 

とされる。窒素は空気中から雷等の作用で土壌に与えられるものである。Bogorの農

科大学のDr.TanによればJavaでも略々同程度と計算してよい。燐酪，加里は土復

の岩石の風化によるもので場所により異るから何とも云えないっ併しJavaの如く火山

灰を基本とする土嗅ではその自然供給を期待出来ない。

(2) 桑樹による肥料の利用率は日本の場合と同様であると考えられる。即ち窒素は硫酪ア

ソモニアにて 58 % ,燐酪は過燐酸石灰にて l8 %,加里は硫酸加里にて 34 % 

(3) 桑葉桑条の肥料三要素の含有率も日本の易合と同様と考えられる。

即ち桑葉桑条の平均にて 窒素は0.6 0 <J6 

燐綾はo.1 5 % 

加里はo.4 7 % 

根や株の生活に利用される量は収穫物（葉及条）の I0％位と考えてよい。

此等の基礎数字を使って lha 当り桑葉，桑条の収鼠を I0トン（内桑葉は 5トン）と

した場合の施与すぺき肥料成分は次の如くである。

k, K, 
窒素(N) 104.. 74 硫安（或は石灰窒素）の 52 3_・7 

K 
燐酷（ P凸） 5 8.3 3 過燐酪石灰の 29 l. 6（熔性燐肥 30 7 5 

k, 
加里(K2U) 8 3.5 3 疏酪加里 I 6 7.・o 6 

土嗅の燐酸吸収力が極めて強いので過燐酪石灰よりも熔性燐肥が有利であると考えられ

る。

3. 緑肥

熱帯の高温多湿で分解の速かな土嗅には特に緑杷の施与を必要とする。特にラテライト

土磯に於て土護中の有磯物が著しく欠乏し，水分や肥料成分の保持力に欠ける状態である

から緑肥を施して土嗅中の有機物を豊富9こせねばならぬ。

ギンネムという灌木は東南アジアの各地に発育する翌科値物で利用価値が高い。発育極

めて旺盛であるし土壌の崩壊や流亡を防ぐにも極めて有効である。

尚緑肥としてはCrotolariaJuncea, Crotolar1a Alata, Crotolar,a 

Usaramoensis, Crotolaria Striata, lndigofera endecaphylla, lndi-

．
 

． 

gofera Hirsnta,或は落花生の如きものが利用せられる。此等の緑肥は桑樹が繁茂す

る関係もあって尚作とすることが出来ない場合が多い。

緑肥作物の利用に際しては根瘤菌の利用を研究すぺきことは当然である。
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4. 石灰の施用

特にラテライト土裳に対してはその酸性を中和する為に石灰を施す必要がある。 I ha 

あたり施すぺき石灰の凪は日本の標準では大体次の如くである。

土襄のpH6. 0 同 5.0 同4.0 

土壌の深さ I0cm迄混ずる時 200~4 0 OKr; 6 0 0~800 1,500以上

20cm • 400~BOOKr; 1,200~1,500 3,000以上

釦 I. 1, 0 0 0 Kr;以上を 1度に施すと有害となる故に多駄に施す時には何回にも分

けて施す。

2. 緑肥だけを 1度に多屈に施すと土嗅を緩性にするから必ず石灰と混合して施

す。

5. 土痩のErosion （流亡）の防止策

Javaでは桑園は小さい丘にテラスを作り段々畑にして設けられる場合が多い。強烈な

雨でテラスの周縁の堤が流亡し易い。之を防ぐことが大切である。火山灰土であるから

殆ど岩石を認めないので石を積むことも困難である。

Jogjakartaの桑園で見かけたが周縁にギンネムの木を密植し，それを 30 cm位の

高さに伐採して厚い生垣を作り erosionを防いでいた。ギンネムは非常に強い灌木で且

つ翌科埴物であり緑肥としても盛に利用されている。

6. 桑の種類

東南アジアにはクロミグワ (MornsNigra L-)が非常に多い。特にJavaでは此の

果実からジャムを作る為；乙オランダ人が植えたという。クロミグワはペルツャの原産で地

中海岸からフィリッピン方面迄広く分布している。葉は余り大きくないが非常に強い種類

で所地にも育ら ，株際から条の発生が多い。

此の外ロリー ，カラヤマグワ ，ロンア桑等の栽培されているのを見た。

[j iawiのラテライト土嗅の桑園に日本からとりよせた一ノ瀬，改良鼠返を植えたが発

育が悪く，現地の桑に比ぺて劣ることを径験した。これは土嗅の状態や肥料の少いこと等

に関係するものであると考えられ，熱帯の桑の種類は熱帯産のものより育成すべきものと

考えられる。

7. 桑の繁殖 ，植付 ，栽培法

桑園の造成は総じて挿木による。仕立方は根刈で ，稚蚕用桑の育成等も行われていない。

収穫は全部抜き取り法であるから条が傷付いて芽枯病等もよく発生する。
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8. 桑の病虫害

コナカイガラムン

クワカイガラムン

スキムi/(クワの蛾）

アカダニ

アメリカンロヒトリ

灰色膏葉病

芽枯病

白紋羽病

赤渋病 (Aesidium病）

大害あり

大害あり

大害あり

乾期に大害あり

大害あり

lケ所見受けた

．
 

◎ ジャワ島の蚕及養蚕の現状と改良

1. 蚕の品種

蚕品種は蚕種製造を各養蚕家で小規模に行うために雑種が多い3

t¥l Sumedangの農家で飼育した繭について調査した成

繭糸長 繭糸鼠 繭糸繊度

白 繭(14粒屯均） 642m 1 3.3 cg 1.90デニール

肉色繭（ 14粒平均） 63 3 1 2.1 1.7 7 

黄繭(5粒平均） 60 2 l 1.8 1.8 2 

(B) インドネンア多化性白繭種

Bandung近郊で飼育されている多化性白繭種の蚕種を得て 19 6 5年 10月 I8 

日掃立て 11月 10日上陸した。飼育温度は 24℃~2 6. I℃であった。 ． 
7日日：蒔□1:g1 6: I :0:: I ：：□ ；繭95辛6m長 l繭午 繭糸俄度

デニール

l. 5 9 

此の品種はインドネツア多化性白繭種として特色あるものであり，その後改良して

日本の改良種との間に一代雑種を作った。 Sarnb as少埓の Sをと って品種名をSとし

応段々と改良し S30（改良糸） ，s12 C強健糸） ，sII C大形繭糸）を作った。
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(C) S 30の4代目 ，5代目の形竹は次の如くである。

繭 頂 繭濁菫 繭層歩合 繭糸長 繭糸量 繭糸租度

第4代目 S30 lg ,4 1 2 2 7c.g "30 
m 

l §如
デ—Jレ

19.38 94 6 1. 7 8 

第 5代目 S30 1,400 2 8.8 0 20.5 9 I, I 2 0 2 5.7 9 1.9 7 

．
 

2. 一代雑種（或は三元雑種）の製造

インドネンア多化性白繭種S30, S 12, S 11 4f,は固定種と考えられるまでに純糸飼

育した後日本種の一代雑種豊年 x研白(JBと称す）と交配して三元雑種を作った。その

成績は次の如くである。

収繭屈
減蚕歩合 4令起蚕 繭 重 繭/lij,11: 繭面歩合 繭糸長 繭糸伍

1~り
％ 

I k1., 89 g- 3 2惰
％ m 2 ほ~2J B x S 30 1 7.4 l,;:, 14 2 1.5 3 90 2 

J 8 x S 12 I 3.0 l 4.0 l 1,5 9 2 3 2.7 2 1. I 7 95 9 24.8 8 

S 11 XJ B 2 3.7 I 2.0 6 1,698 3 5.0 2 0.6 I 96 4 26.4 0 

繭糸繊度 解舒糸は 指 数 備 考

J Bxs 30 
2プ.＝2ニ1ーIレ 1 6c.g ~6 6 l, 9 8 0 指数は収繭紐と解舒糸屈との栢である。

J Bx S 12 2.2 9 15.26 2,136 

SilXJB 2.4 8 14.6 5 1. 7 5 6 

． 
収繭量と解舒糸はとの積が示す指数は結局その一代雑種の生糸生産の多少を示すものと

考えられる。此の表に於てもJ8 x S 12は強健なるが故 （収繭Rが多い故）に此の指数が

大である。

3. インドネツア多化蚕 X 日本 2化蚕の一代雑種の化性の非母親道伝現象

従来の蚕糸科学の教えるところでは多化蚕 X 2化蚤の一代雑種の化性はその母親の化性

により決定される。即ち母親遺伝である。雑種一代目の卵ので優性が発現し，三代目の卵

でメンデル式分離現象が発現する。ところがインドネツア多化蚕 X 日本 2化蚕の一代雑種

の場合その一代目で既に優性が現われ，二代目の卵で化性の分離が起る。即ち普通のメン

デル遺伝をするのである。

私はJavaで此の一代雑種を始めて作った時 ，従来の日本の知滋からS30 x J B （イン

ドネンア多化蚕母体）の卵に人工ふ化操作をせず ，JBxs 30の卵のみに人工ふ化操作を
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した。ところがJ8 x S 30の蚕種の発生は良好であったがS30 x JBの蚕種は発生せずに

休眠卵になって初回は大失敗をした。

第二回目以後はS30X J 8もJBXS30も共に人工ふ化操作をして急場を凌いだ，

何故にインドネンア多化蚕 X日本2化蚕の交雑の場合化性が非母親遺伝をするかは不明

であるが．此の事実はその後の研究でも誤りないことであ った。

4. 微粒子病の防除

Lembangの蚕種試験場及びBandung郊外農家の繭を集めて発峨産卵せしめ ．その母

蛾を検査したところ 40. 3％の罹病率であった。Lembang試験場の蚕家を出来るだけ厳

重に消毒して健康蛾の産下卵を飼育したが． 3回とも完全に微粒子病を除去することが出

来なかった。此の時Tjiawiの蓑蚕所へ移転して全くの新しい土地で新しい蚕家で飼育し ・
完全に微粒子病の除去をすることが出来た。此の事実はVietNam でも全く同様であっ

たQ

5. 生種の冷蔵試験

s 3)（インドネンア多化性白繭種）の冷蔵試験

掃立，交配等の関係で生種の冷蔵抑制試検をした。 3~5℃に保護すれば 50日間殆ど

無害なることを明かにした。

6. 飼育法

インドネツア農民の飼育法は極めて小規模で大体 1回：c.3, 0 0 0粒乃至5,0 0 0粒の蚕

種を掃立てる。小さい竹製の円い箔で飼育し，上族には竹の資を組合せた様な族に入れて

営繭せしむる。収繭後直ちに繰糸するものと蒸気で蒸して蛹を殺し以後乾して繰糸するも

のとある。飼育に当り覆蓋育を奨めることはベトナムと同様である。

地方の営林署で直営の養蚕所と云うのは大桑園の中央近くに大きい建物を設け人夫を雇

って同じ様に竹製の円箔で飼育する。

除沙桐は細い竹を胞状に組んだものを使う。

7. 飼育時期

Javaでは 2月が最も雨が多い。此の期を除けば年間飼育可能である。しかし 8月頃の

乾期には桑葉の伸長が悪いので灌低しなければ良質の桑を得られない。

8. 病気と害虫C獣）

蟻と鼠の害が甚だしい。

微粒子病は枠製蚕種とし母蛾を検査することにより防げるが蚕種製造を企業的に行う場

．
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合，従来養蚕をしていない新開地を選び完全に微粒子病を除いた蚕種を飼育する様にすれ

ば微粒子病から逃れることが可能である。

暖病，軟化病も発生するが飼育法を改良して良桑を飽食せしむれば防ぎ得る。

私の経険した地方では多化性蚕姐の害を認めなかった。

9.繰糸

繰糸は座繰法で昔日本の田舎の農家で繰糸した方法と同様な方法で行われる。

生糸は IO 0瓦でも 20 0瓦でも華喬の仲買人が買い集めて之を集積した上Makassar

の絹工場へ販売する。

．
 

◎ Java島の気候

Java島の気候に就いて充分な報告を得られなかった。

〇 平坦地の代表としてJogjakarta （海抜 I1 3米），高冷地代表としてLembang

（海抜 1,3 0 0米）をとり ，その降水址を調ぺた結果は次の如くである，

(1951, 1952,1956, 1957の平均）

． 

JogJakarta Lembang 
（海抜 ll 3米） （海抜 1,3 0 0米）

降水鼠 降水日数 降水鼠 降水日数

1月 3 01 mm 1 7日 3 21mm 23日

2月 338 1 8 I 4 l I 7 

3月 18 5 I 2 236 2 1 

4月 74 5 l 9 4 1 6 

5月 55 4 I I 5 1 3 

6月 7 5 4 I I 2 1 2 

7月 82 4 I 2 7 1 0 

8月 4 7 4 84 ， 
9月 ， 2 79 1 I 

t 0月 94 6 I 5 0 l 5 

I I月 1 86 1 0 266 1 8 

1 2月 280 I 5 2 7 5 23 
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0 Jogjakartaの蚕室内温度

l 9 6 5年 8月 6日より 8月 3I日迄Jogjakartaの普通の住宅にて日本種の蚕種 3

箱を飼育した。 8月は乾期の最盛りである。最低温度 22℃，最高温度 29℃である。

午前6時（日出前）の平均温度 23℃，午後 3時の平均温度 27. 9℃である。飼育中各令

の平均温度は次の如くであった。

1令中

2 6.6℃ 

2令中 3令中

2 6. 1℃ 2 6. 1℃ 

0 Ti icwiの気温（海抜 70 0米位 ，屋外温度）

4令中

2 6. 3℃ 

5令中

2 5. 6℃ 

0 Lembangの気温

I 9 6 5年 I0月から I9 6 6年 1月迄 Lembang滞在中の屋外温度の最低と最高を示

せば次の如くである。

午前 5時 午後 3 時

最低温度 平均温度 最高温度 平均温度

I 9 6 5年 I0月 1 5. 0℃ 1 7.4℃ 289℃ 2 7.4℃ 

＇ I I月 1 4.4 I 7.5 2 5.6 2 3.7 

’ 1 2月 1 5.6 162 2 3 9 2 1.8 

1 9 6 6年 1月 1 5.6 1 6.9 2 5.6 2 2.2 

午前 5 時 午後 3時

最低温度 平均温度 最高混度 平均温度

1 9 6 7年 1月 I 8 9℃ 1 9.5℃ 27.8℃ 245℃ 

2月 18.9 20.0 30.0 2 5.3 

3月 I 8.3 I 9.4 2 8.3 2 5 7 

4月 1 7 8 1 9.6 289 2 6.4 

5月 16. 7 2 0.6 3 1.7 29.1 

6月 1 5.6 18.4 3 2.2 29.7 

7月 1 7.8 l 8.5 3 0.0 2 9.2 

．
 

． 
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． 

． 

0 Java島の気候の概要

Java島の気候は大体 4月～ I0月が乾期で ll月～ 3月が雨期である。

南半球であるから 4月～ l0月は日長時間が短く， ll月～ 3月は日長時間長く，気温

が日長に左右さるぺきであるが，日長の最も長い 2~3月頃は雨期のため高温でない。

私の経検では 2月， 3月頃は降雨のため蓑蚕に適当な気候と云えない。 8月～ 9月は乾

期の為桑園に灌水が出来れば最も好ましい気候である。

Java島の気候は全般的に養蚕に適していると云える。

インドネツア養蚕業に就いての私の報告は次の如きものである。

Technical report on developing Indonesian sericulture 

N．ィンドの蚕糸業

アジア協会発行の経済技術協力叢書116.2の唐沢氏，原田氏の報告「インド蚕糸業への協力」

よりインド蚕糸業の祇要と改良すぺき諸項目を挙げれば次の如くである。但し両氏とも任期短

く，改良項目を実験的に示すことが出来なかった。

インド蚕糸業は大体 3つの型に分けられる。即ちマイソー）レ蚕糸業，ウエストペンガル蚕糸

業，ヵン ミー）レ蚕糸業である。

A,マイソール蚕糸業

マイソール蚕糸業の中心地はチャンナパトナである。

(1) 気候 9月から 1月までが養蚕に好適する。此の期：こは 1代性， 1代性 X 2化性交雑

種の飼育が可能である。

(2) 桑園 桑品種は土痩なりという（桑樹の性状の記載がないので種類は判断出来ない）

根刈仕立で年数回技条を伐採して収穫する。

(3) 蚕 蚕品種はマイソール多化蚕である。

(4) 飼育法 桑葉を細判して与える。稚蚕期には 1日8回位給桑する。併し乾固してしま

い食桑不足になる。桑葉の萎項胆：防ぐ貯桑場がない。

此の場合覆蓋育をすすめた。

（5) 蚕種製造 蚕品種が混合されている。糸繭を購入し，その中の優良なものを種繭に採

用する。微粒子病対策が不充分である。
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(6) 製糸 チャルカという座繰機で繰糸する。

原料繭が悪く不揃である。繭は日乾又は蒸気殺蛹をして繰糸する。

食繭，索緒等が乱暴である。

8.ウエストベンガル蚕糸業

ペルハンプールが蚕糸業の中心地である。

(I) 気候 1 0月20日頃より 4月 I0日頃迄が飼育に好適する。

飼育は夏期 3回，冬期 2回位行う，冬期は乾期であり乾燥甚だしい。

高地のカリンポンは冷涼で桑葉は 10月末頃落葉し 2月末頃発芽する。此の地方は 3月

から I0月迄が飼育に適する3

1代性の飼育が行われる。

(2) 桑 根刈仕立，年数回伐採収穫する。

(3) 蚕品種 ］化性，多化性何れも飼育される。地区により気候が異るので蚕品種も 1様

でない。

(4) 飼角 マイソール地方のものと大体似ておる。

ウエストペンガル州は地区により気候が異るけれども養蚕法は大体マイソールの方法に近

い。併し冷涼地の利用も採り入れている。

c.カンミー）レ蚕糸業

スリナガル ，ジャムが中心地である。

蚕糸業は州政府の専売事業であり，州政府が蚕種と桑種を与へ養蚕家の生産した繭を全部

買い上げる。

(1) 桑 桑樹を全部立通し ，即ち立木仕立とし伐採しない。州政府で苗を作り植付ける，

水田畔，道路わき，用水路堤等へ植付ける。

(2) 飼育 蚕室は土間，天井低い。蚕架はなく土間へ直接蚕を放つ。窓を開けると野鳥が

侵入して蚕を食ぺる。

(3) 蚕品種 雑多で白繭 ，黄繭が混合する。

(4) 上 族自然上族である。蚕座上に粗染，藁，ヒマラヤ杉の技等を載せて熟蚕がはい上

る。

(5) 製糸 原科繭は全く選繭せず ，混合のままで政府が買いとる。
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(6) 乾繭 イタリー式の旧式の乾繭機がある。

(7) 蚕種裂造 糸繭中のよいものを種繭として採用する。

蚕種を袋採法で作り微粒子病の検査をする。病気の母哉は大体 25％ある。

当時 4万オンス位製造しその中 1万オンス位微粒子病にて廃棄して 1万ォンス位購入す

る。

微粒子病検査には苛性加里液を使わず又カパーグラスもない，極めて不完全な方法であ

る。

4万ォンスの蚕種は大体 60 0万蛾の母峨である。 50台の顕微鏡で 1日2交替で 300

人が働き 3ヶ月を要する。 1日 1人が 6時間鏡検し， 65 0蛾を検査する。

D．インド蚕糸業の改良項目ほ：要点）

(I) 微粒子病の完全除去

此の目的の為には原蚕飼育より厳重に病気の伝染を防ぐ様にし母蛾検査を厳重に且つ合

理的にする。

(2) 蚕品種の改良 1代交雑種の製造・採用

(3) 飼育法の改良 覆蓋育を採用し桑葉の食下を計る，

(4) 上族，収繭等の改良 族器の改良は勿論，収繭，選繭を厳重にし原料繭を統一する。

(5) 製糸法の改良

v.プラジルの蚕糸業

天野瞥治氏「サンバウロ州の蚕蚕業」によれば大様次の如くである。

プラジルの養蚕業の 98％はサンパウロ用で行われている。天野賢治氏がサンパウロ州の養

蚕（日本絹業t協会，海外生糸市場報告版 9I)に就いて述べた所によれば I9 5 0年頃までの

サンパウロ州に於ける養蚕状態は次の如くである。

プラジルの養蚕はサンバウロ州パストスを中心として昭和 5年頃始められた。昭和 8年には

養蚕戸数 15 0戸，収繭屈 24 トン位であった。

(I) 第二次大戦を中心としての概要は次の如くである。
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養蚕年度 繭生産額 生糸生産額 備 考

昭和 15~16年 7 2 Iトソ 70トン

16~17 1,5 0 2 l 4 2 

17~18 1,8 3 5 I 80 

18~19 3,576 2 8 6 

19~20 4,525 3 1 6 戦争の結果輸入が絶えて生産を増加した。

20~21 6, 14 4 7 5 I 

21~22 3,7 5 7 260 

22~23 1,152 1 0 5 

23~24 464 35 

24~25 6 2 5 55 法律で輸入絹に高率関税をかけたので輸入

25~26 1,500 l 5 0 が絶えた為に生産が増した。

戦争の為絹織物の輸入が絶えたので著しく生産を増したが戦争が終ったのでその輸入も可

能となり生産額が減少した。そこで政府は絹製品に IO 0~l 2 0％の関税をかけたので輸

入が絶えて再び生産を増加したことを示す。

(2) 昭和 25年頃（ I9 5 0年頃）の養蚕農家の状態は次の如くである。

l戸当り桑園面積 5~7 ha 1回 1戸掃立蚕種鼠 2 0 0瓦

1年間の飼育回数 7~8回 収繭鼠 1戸平均 1回 3 6 0耽

蚕種の配給は州政府で行うが間に合わぬ時はプラン）レ拓殖製糸会社と橋本製糸会社が代行

する，

(3) 蚕病として微粒子病 ，軟化病，硬化病がある。

(4) 飼育をば日系人が行うので飼育法は日本式である。

養蚕移民として日本人の移民した場合は始め日給制で雇われるが次第に歩合制：こして独自

の経営に移る。

(5) 製糸業は主にンリヤ人が営むが養蚕家の繕牲の上に経営する。即ち原料繭を安価に購入す

ることに努力する。

斎藤忠ー氏（蚕糸科学と技術， I9 7 I年 8月号， プラジルの養蚕）によれば最近の同国の

養蚕の概要は次の如く である。

．
 

．
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(l) 繭 ，生糸の生産額

繭生産鼠 生糸生産:1il 備 考

昭和38-39年 7 I 4トン 89トン 生糸の大部分は輸出品

39~40 1, 1 4 8 I 3 5 

40~41 1,554 1 8 7 

41~42 1.8 5 6 2 1 6 

42~43 2,300（推定） 300（推定）

(2)気候

1 l月～ 2月は夏で雨期に当り湿気が多い。

6月～8月は冬で乾期である。

グワタパラ パ ス トス グワ タパラ バトスス

の平均気温 の平均気温 の平均気温 の平均気温

1月 I 8 5℃ 2 0.0℃ 7月 2 5.8℃ 2 6.0℃ 

2月 20.9 2 1.1 8月 2 5.0 2 6.1 

3月 2 2.1 2 3.5 9月 2 4.1 2 5 I 

4月 2 3.2 2 4.7 10月 221 2 4.5 

5月 2 5.4 2 6.5 I I月 2 1.0 2 1.4 

6月 2 5.6 2 6.5 12月 1 8.4 2 1.2 

表によれば冬期 6月～8月は相当の高温の日もあると考えられるが標準も 40 0~5  0 0 

米であり，乾期であるから養蚕（こ好適すると考えられる。併し此の条件下で（早魃の下で）

良桑を得られる様な工夫を要すると考えられる。

(3) 飼育回数

年7~8回なるが中には 20回飼育するものもあると云う。

(1) 歪蚤法の概要

稚蚕到桑混布育 壮蚕条桑コンテナ育 自然上族の方式である。

稚蚕用蚕室は煉瓦作りの密閉室であるが温度管理は完全とはい えない。

原箔は木製で各自が手作りであるから規格は一定しない。

1日給桑回数は 1~2令は3回， 3令4回。
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壮蚕用蚕室は幅 7米，奥行 50~IO0米位。蚕座は 2.2米X 7米（蚕種 I0瓦分）で底は

金網か策である。側面は板で囲ったコンテナ育台を連結する。

給桑回数は 1日4~5回で，除沙は 4~5令間行わない。上族は熟蚕の出始めた頃ムカ

デ族を蚕座上において自然上族をする，近年プラスチック製の族が増加しておる。

蚕種は近年日本より輸入するので成紹が良好である。

(5) 養蚕成績の概要

経過日数 蚕種 10瓦当収繭 解舒率 生糸鼠歩合

26~3 0日 24~29旺 63~7 5% 1 6.1~1 7.5% 

飼育季節により差があるが祇して良好である。

(6) 桑園の概要

土壌は玄武岩に由来した赤紫色のTerra Ro ca と云われる肥沃のものである。

桑品種はカラープレザー，フェルナンジアス等の発根良好な品種（桑の種類名の記載がな

い）。カタニア，ネズミガエン等は良質桑葉を生産するも発根不良の為接木により採用する。

桑の植付は挿木による。 9月に挿木して翌年 3月から収穫する。大型トラクターにより耕転

されるので畦間 2.5~  3米，株間1.~1.5米位に植付ける，

肥料として 1na 当り鶏糞 lトン，苦土石灰 1トン位である。

収穫は年 3回土際から伐採される。たとえば 9月， 12月， 4月に伐採収穫する如きであ

る。

プラジル蚕糸業の特色

(I) 広い土地による生産増大を期待する。したがって多肥料増収を考えない。・

(2) 土壌が肥沃で肥料が少くてよい。

(3) 高温で年間桑が発育し桑園造成の期関が短い。

(4) したがって繭価が高ければ急に増産し，安ければ縮少する。

(5) 年間飼育回数を 7~8回にすることが出来る。

要するに桑の栽培を日本等の如く固定した作物栽培と考えなくてよい。

従って糸価の高低により他作物へ転換したり或は他作物を止めて桑園を造成したりする。

熱帯地方の一般的な方法である。
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vr.タイ国の蚕糸業

大谷 屯（ I9 6 7年）タイ国における養蚕技術指導について

海外技術協力事業団 資料 64 

橋 久三郎 (I9 7 0年）タイ国における養蚕に関する業務遂行報告1t

海外技術協力事業団 資糾 69. 116. 3 2 

此の 2報告による以外には詳しいことは解らない。最近コラートに養蚕研究訓練センターが

出来て日本より 6人の技術者が派逍され研究と改良に従事しているというが，私はその報告を

見ていない。

宮下久吉氏の視察報告（海外腹業隅発財団，海外農業ニュース 33)によれば此のセンター

では(1海品種の改良として日本二化性の交雑種の優良系を育成し，（2) 蚕の微粒子病の防除を

行い，（3） 蚕の多化性姐蠅の防除策を考案し（農家の蚕室に暗室の廊下を設置することにより

その飛来を防止する） ，タイ国蚕糸業の開発に成功したという。

絃に上記大谷，橋田両氏の報告からタイ国蚕糸業の概要を記述する。

桑関係

（l) 桑品種

Noi, Tadam, Ynok の 3品種が栽培されているという。

此の品種は如何なる種 (Species) に属するか不明である。私は以前ピルマヘ赴任し

た際ヒ・ルマでタイ国から輸入した桑としてタイグワ (Thailand mnl berry)と称して

いた桑を調ぺたがそれはクロミ桑CMo rn s N i gr a Z.)に属するものであった。そして

それに丸葉系と裂葉系があった。

(2) 桑の繁殖及栽培

総じて挿木を哺場へ直接に植付ける， 1ケ所に 3~4本挿すことはベ トナムと同様であ

る。

タイ国では挿木してから 3ケ年間は伐採⑤｝定）しない。

(3) 肥料は施さない。

(4) 試験の結果蚕の掃立前 3ヶ月頃条を伐採すれば新梢が伸長し飼育によい桑葉を得られる

（大谷氏）

(5) 桑の病気として根腐病が甚だしい）

桑の害虫としクワカイカラムン，コナカイガラムン ，クワのハダニ ，ハマキムi/.スリ
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ップス等が多い。

此等の病気害虫に対しては熱帯桑は常緑であり薬剤撤布による駆除に困難を伴うという（大

谷氏） 。

蚕関係

(I) 飼育回数は年 6回乃至 8回

(2) 飼育法

棚洞いで竹裂の円箔を用いる，ベトナム等と同様である。

壮養期に乾燥する時はパナナの葉等を覆う。 （ベトナムと同様 ）。 飼育に除沙網がな

く手で防抄する。

上族は竹製の族（竹の平籠へ仕切りを付けたもの）を用いそ。

(3) 蚕品種

タイ国在来種の性状が橋田氏の報告にて明かでない）又その改良種或は二化性種との

交配種(-代碓種）の成績も明かでない。（ 即ち同氏の報告では結繭蚕歩合，繭重，繭

重，繭層歩合等を知り得るも繭糸長，繭糸屈，繭糸繊度，解舒糸長等が明示されてい

ない。）

今ここに同氏報告 28頁にあるタイ国在来種の性竹と 54頁にある性状を転記すれば

概要次の如くである。

飼育日数
3令起函改
繭重 繭層 重 繭層 歩合 生糸昼歩合する営嗣匠；

タイ国在来種 日時 瓦 瓦 ％ ％ 

（ノンカイ;1o.4) 
2 1. 09 58.696 0.86 0 0.1 0 9 I 2.3 8.4 1 

新育成種 21. 0 0 65.5 1 1 4 1 0.17 8 l 5.6 

繭糸長 繭糸凪 繭糸繊度 解舒 率

ノンカイ j厄4 36 8 米 0,0 91 6 瓦 2デ.2ニ7ール’ 6 6％ .6 

新育成種

橋田氏は多化性種の改良，日本二化種の育成をなし，その一代雑種を製造した。

その後コラートの養蚕研究訓練センターにては二化性種の一代雑種の優良品種を育成

したと聞くから今日のタイ国の蚕品種は相当程度改良されておると考えられる。

(4) 飼育法の改良については覆蓋育成は混布育を応用し ，パナナの葉柄で箱を作って補呈

し以て飽食せしむる工夫をした。 （橋田氏）

又条桑 育，族の改良をし，除沙用竹網（インドネツアにて従来使用されしもの）を
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作った。（橋田氏）

(5) 多化性蚕姐の防除

色々の研究を試みたるが結局有効なるは蚕室の外側に金網を張ることである（橋田氏）。

此の問願については養蚕研究訓練センターにて更に完全な方法を工夫したという。

(5) 微粒子病の防除

各地の場合と同様な方法即ち母蛾検査を厳重にすることにある。

v．熱帯養蚕に日本蚕糸科学及び蚕糸常識を応用する場合の問題点

東南アジア地方と日本の間には(1)気候の相違（温度の差，乾期と雨期の極端な差），（2）土痩

の相異（熱帯のラテライト土壌は日本内地で見られない），（初桑の種類の相異等基本的の養蚕

事情の違いがある。

勿論蚕糸科学の理論は普遍的であってもその応用によって生産を挙げる蚕糸業には地域によ

って幾多の相違点がある。又人々の習慣 ，生活様式も異る。従って熱帯地方の蚕糸業開発に日

本の蚕糸科学や常識をそのまヽ応用する場合には多少の行違いを生ずる。

私が経験した此の行違いを次に述ぺる。

(lJ 日本桑の熱帯地方における休眠

I 9 5 7年秋私はMandalay大学農学部長UAung Thein の要求により学生の養蚕実

習を指導することになった。農学部の桑園に熱帯桑のMorusNigra と日本から輸入した

Morus a Iba (改良鼠返）が碩えてあった。ピルマでは 10月中旬より翌年5月迄は乾期

で降雨がない。そこで新梢の発生を促す為に桑条を 50 cm位の高さで伐採し同時に適当に

灌水した。

此の作業を 11月23日に施行した。

その結果， M-nigraはよく新梢の発育を見せたが，改良鼠返は全く冬芽の伸長を示さな

かった。そのまヽ或は僅か Icm位伸長して越冬し翌年 3月中旬に至り発芽伸長した。

Mandalay では冬期 I1℃位迄温度が下ることがあるが大体 15℃~2 6℃位である。

私共は熱帯の高温地方では水の補給を適当に行えば桑桐は年中発育伸長すると考えていた。

しかし，此のことは熱帯桑については正しいが日本桑については訂正しなければならぬ。今

後その理論を研究せねばならぬ。
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(2) 熱帯地方に於て桑条の先端を摘芯し且つ摘葉しても側芽の発育は条の頂点部の数芽に限る。

稚蚕用桑育成の為に桑条（その年に発生した新梢）を摘芯し且つ摘葉して側芽の発育伸長

を促したがその場合条の先端に近い数芽が発育するのみで中部，下部よりは新梢を得られな

かった。ピ）レマに於てもベトナムに於ても同様であった。桑の種類はクロミグワである。此

の場合処理した条を横伏せしめ隣株のものと束ねて横伏状態を保つ時には中，下部の芽もよ

く伸長した。側芽が 5センチ位の時条をおこしてやる。

此の事実は桑樹体内に於ける成長促進ホルモンが条の頂部に集って存在する。或は成長抑

制ホルモンが条の相当に高い所までも多旦に分布する為ではないかと考えられるが今後の研

究を要する。此の事実は稚蚕用全芽育成法の応用に重大な問題である。

(3) 改良鼠返及びーノ瀬桑のBogorにおける発育不良

改良鼠返及びーノ瀬桑は日本に於ては最も優良な桑品種（両者ともMornsalba z.に属

す）である。此の日本で優良な品種も BogorのTjiawiでは発育極めて不良であ って，現

地のMorusNigra- Morus alba等と比すべくもなかった。此の発育不良の理由につい

ては熱帯のラテライト土壌で痔薄で酸性土壌であるためではないかと考えるが正確なことは

解らない。此等改良桑品種は熱帯地方では輸入しようと考える場合が多い。けれども充分な

調査研究を要する。

(4) 稚蚕用桑の熟度判定にLB法の利用について失敗

日本で稚蚕用桑の熟度判定に当り桑条の皮目と腋芽の発育程度により摘採葉の熟度を知る

LB法をベトナムのBlao養蚕所で試みたが失敗した。実は講習性にその講義をして実習を

始めたところBlaoの Morus Ni graの場合，条の先端部に近い若い皮目は白色であるが

熟すると直に椙色となり，黄色の皮目を見出すことが出来なかった。此の問題に桑の種類が

． 

異るためか生育環境が異るためか今後の研究を要するがLB法を応用する場合に注意せねi1 ● 

ならぬ。

(5) インドネンア多化蚕と日本 2化蚕の交配による 1代雑種の蚕種の化性の新型

日本では 1代雑種蚕種製造に際し，雑種 1代目の卵の化性は母蛾の化性に従うと教えられ

ていた。 19 6 6年 1月Bandungの Lembang養蚕所で蚕品種改良の為インドネツア多化

蚕と日本2化蚕の 1代雑種を製造配付した。その際日本2化性母体の卵をば浸酷して人工ふ

化法を施したので無事発蛾したが，インドネンア多化蚕母体の卵をば人工ふ化処理をしなか

った。その理由は日本の科学に従ったのである。ところがインドネンア多化蚕母体の卵は休

眠卵となって飼育出来なかった。次回からはインドネツア多化蚕母体の卵も日本2化蚕母体
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の卵も共に人工ふ化処理をしたので一応問頗は片付いた。後で涸ぺた処インドネンア多化蚕

と日本2化蚕の交雑の場合化性の遺伝関係は普通のメンデル遺伝をし母親遺伝をしないこと

が解った。

(6) 微粒子病の防除の困難さの問題

東南アジアの各地では蚕の微粒子病の発生甚だしくその防除が急務である。母蛾検査を厳

重に行い，蚕室蚕具の消毒を厳重にしても中々完全に微粒子病のない種繭が得られない。そ

れは養蚕部落の蚕室，蚕具は微粒子病原体により汚染されてる程度が甚だしいと共に 1年中

蚕の飼育が行われて病桑体を振り舞いているからと考えられる。

養蚕部落から数粁も離れた新開地（南方では此の様な場所を得ることは容易である）で厳

重に微粒子病を除いた蚕種を飼育すれば微粒子病の問願は解決される。

(7) Saigonに於てヤママユ（ Anth e r a ea My I i t t a)の食餌による休眠の誘発

普通の養蚕とは別でヤママユ糸の生産に関することであるが興味があるので記述する。

蚕蛹の休眠は幼虫時代の日長によって左右される。此のことは田中博士によって研究さ

れ決定的となった。 Londonの Lees等は田中博士の研究に従いAntheraea蛹の休眠は

幼虫期，特にその後期が短日の場合起り易いと結論した。そして他の要因は日長時間が中間

の場合に現われるとした。

Saigonの Anther a ea My I i t t aの場合は幼虫期の食餌となる木の種類によることが

認められる。即ち Sao 樹（ HopeaOdorata) の葉で飼育すれば休眠しないがBang

I ang樹(LagerstroemiaSpeciosa)或はDan樹(DipieroCarpus Oclatns) 

の葉で 10月～ I1月頃飼育した場合その蛹は休眠し 3月～ 4月頃に羽化する。 3月～ 4月

頃から 9月頃迄の期間は何れの葉で飼育してもその蛹は休眠しない。

以上は私が遭遇した 2,3の問題に過ぎない。日本の蚕糸科学で説明し解決される問題は非

常に多いが上述の如く例外的事実も存在する。蚕糸葉が世界的の産業となりつつある今後は世

界的の蚕糸科学の視野をもってその産業の育成に努め度いと思う。

vm. 結論

熱帯養蚕の 2,3の事実の概要を述べたが科学的裏付なくしてその発展を期することは出来

ない。絹の需要が増加しつつある状態からしてその生産をば誰かが行わねばならぬ。中国，韓

国 ，ソ連等に蚕糸業が盛んになりつつあるが東南アジアの熱帯地方でも非常に有望である。人
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口が多く，桑は年中発育し，何回も養蚕が出来る利点があると共にその点が又病虫害の発生に

好都合であるなどの欠点ともなる。今後此等の点を科学的に研究し改良すれば熱帯養蚕は住民

に大いに利益をもたらすと考える。

熱帯養蚕についての研究は無限であるが差当り解決すべき問題は次の如くである。

(l) 蚕品種の改良 熱帯地方に適する強健な ，然も繭質優良なる蚕品種を育成する。私の今

の考えでは熱帯地方の強健な多化蚕と日本種の優良繭質の品種との一代雑種を製造して農民

に奨めるがよいと 思う。併し之にはそれだけの困難もある。

(2) 微粒子病の対策 此の問題は日本の方法を応用して充分である。

(3) 蚕桑の害獣，害虫，病害の対策 地域によってそれそれの害獣 （鼠，鳥等） ，害虫 （多

化性蚕蛹 ，桑のコナカイガラムン ，桑のカイ ガラムi/'桑の 蛾 ，桑のアカダニ等）或は病

害（蚕の軟化病 ，濃病或は硬化病等）がある。一応それ等に対する防除法の樹立を要する。

(4) 蚕糸業の環境の不良に対する対策（極度の高温 ，乾燥等に対する方策 ，即ち蚕品種の選定 ，

飼育法の改良等によるもの）
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